


末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教会

大 管 長 会

ス ペ ン サ ー ・W・ キ ン ボ ー ル

N・ エ ル ド ン ・タ ナ ー

マ リ オ ン ・G・ ロ ム ニ ー

道はまたひとつになった

も

1977年1月 号

〈 じ

ス ペ ンサ ー ・W・ キ ンボ ー ル 1

5

7

11

13

16

18

20

21

罵

十 二 使 徒 評 議 員 会

エ ズ ラ ・タ フ ト ・ベ ン ソ ン

マ ー ク ・E・ ピ ー タ ー セ ン

デ ル バ ー ト ・L・ ス テ イ プ レ ー

リ グ ラ ン ド ・ リ チ ャ ー ズ

ハ ワ ー ド ・W・ ハ ン タ ー

ゴ ー ドン ・B・ ヒ ン ク レ ー

トー マ ス ・S・ モ ン ソ ン

ボ イ ド ・K・ パ ッ カ ー

マ ー ビ ン ・J・ ア シ ュ ト ン

ブ ル ー ス ・R・ マ ッ コ ン キ ー

L・ トム ・ペ リ ー

デ ビ ッ ド ・B・ ヘ イ ト

日々の恵み

将来を共にするレーマ ン入と末 日聖徒'

質疑応答

デ ィ ー ン ・L・ ラ ー セ ン

主 は生きていらっしゃる

大管長会の話

草原のキリン

おもちゃばこ

スティープン

教会幹部の妻

ア リス ・ス トラ トン

マ ー.リ ・J・ プ リ ン グ ル

ペ ー ン ・ホ ー ト ン

ア イ ダ ・ジ エ ンセ ン ・ロ ム ニ ー

積極的な人生

モ ー リ ン ・ジ ェ ン セ ン ・ワ ー ド… …24

「ふた りまたは三人が集まっている所には」

ロ ー カ ル ・ニ ュ ー ス

リグ ラ ン ド ・リチ ャ ーズ27

ジ ェ ラ ル ド ・R・ シ ェ ー フ ァ ー… … ・28

30

諮 問 委 員 会

ゴー ドン ・B・ ヒ ン ク レー

マ ー ビ ン ・J・ ア シ ュ トン

'L・ トム ・ペ リー

マ リオ ン ・D・ ハ ン クス

ジ ェー ム ズ ・A・ カ リモ ア

ロ バ ー ト ・D・ ヘ イ ル ズ

教会誌編集主幹

デ ィー ン ・L'ラ ーセン

国 際 機 関 誌

プ リ汀 ・ピラー(編 集主幹)

キャロル ・ラーセ ン(編 集 副主 幹)

ロジャー ・ギ リン グ(デ ザ イナー)

「聖 徒 の 道
」

八木沼 修一(日 本語 コーデ ィネー ター)

聖 徒 の 道1月 号

発 行 所 末 日聖 徒 イ エ ス ・キ リス ト教 会 .

東 京都 港 区 南 麻 布5-8-10

配 送 東 京 デ ィ ス ト リビ ュー シ ョン ・

セ ン ター

東 京 都 港 区 南 麻 布5-10-25

定 価 年 間予 約1，700円1部150円

海 外予 約1，700円

INTERNATIONALMAGAZINEPrintedinJapan

郵 便振 替 口座 番号 東京0-41512
まつ じつ

口座 名 末 日聖 徒 イ エ ス ・キ リス ト教 会

東 京 デ ィ ス ト リ ビ ュ ー シ ョン .・セ ン ター

認

♪



'

私 はかつて年老いたナバホインデ ィアンの兄弟か らある
話を聞いたが，以来たびたびそのことが心に浮かんで

くる。彼はこう言った。 「この福音はわしらが一生かけて

思い出そうとして きたものだ。それが今，いっぺんにわし

らの前に現われた。わ しらの先祖 は昔 はあんた方 の先祖

と一緒にいた。だがわしらの歩いていた道の真ん中に大き

な岩があった。それで，わしらは一方の道，あんたがたは

もう一方の道を行った。そして長い時間かけて岩の脇 をま

わった。こうして今 また一緒になった。これか らはいつ も

一緒に歩 くこ とだろうなd

これは，主がその民を導 く歴史 という点から考えれば，

大 きな真理である。

このレーマン人の兄弟 と私は共通の先祖 を持っている。

私たちの体内を主の選民，すなわちアダム，エ ノク，ノア

など，旧約聖書の偉大な族長たちの血が巡っていることを

思うとき，心に深い感動を覚 える。私たちの共通の先祖が，

これより偉大な人物はいないと言われるあのアブラハムで

あることを，私は謹んで認めるものである。主はアブラハ

ムの子孫 を通 じて，この世における主の尊い目的を遂げる

ように定められた。古今東西の偉大な予言者のひ とりイサ

ク，ならびにイスラエル全家の父ヤ コブは私たちの先祖で

ある。エジプ トに売られたヨセブは，父の家の民にとって

時代の救 い手 となった節操の人である。彼はまた， リーハ

イ，イシメル， ゾーラムの子孫 も含めて現在の大半の教会

員の先祖 でもある。

私は自分たちの先祖がそれぞれ違 った道 を歩み始めたと

「
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きのその分かれ道のことを思った。そのとき，不従順 と反

抗により，モーセのこの言葉か成就され始めたのである。

「主はあなたを敵の前で敗れさせ られ るであろう。あなた

は……彼らの前で七つの道から逃げ去るであろう。

主は地のこのはてから，かのはて までの もろもろの民の

うちにあなたがたを散 らされるであろう。その所で，あな

た もあなたの先祖たちも知 らなかった木や石で造ったほか

の神々にあなたは仕 えるであろうd(申 命28：25，64)

この予言者の言葉は，いかにみ ごとに現実となったこと

か。聖典には，主が古代 イスラエルの民に忍耐 を示された話

が随所に見られる。民の愚かさを忍び，絶え間のない不平を

聞 き，民の汚れに驚き，偶像崇拝や姦淫 を憂いたもうた。

しかし主の民はついに不義 と反抗 をもってその神 を拒んだ

のである。そして，聖なる予言者の言葉通 りに，主はその

民を散 らされた。主は時に応 じて民を分け，ついに世界の

四隅に散 らされたのである。 「見よ，わた しは命 じて，人

がふるいで物 をふるうように，わたしはイスラエルの家 を

万国民の うちでふるう，」(ア モス9：9)

まず北のイスラエル王国が2，700年 ほど昔に戦いに破れ，

民はア ッシリアに捕われて行 った。その ときから，私たち

の先祖であるこの民，すなわち 「イスラエルの失われた十

支族」 として知 られる民，特にエフライムの民は，世界中

の異教の国に散 らされ，何千年 も続 く背教の暗闇に落 ちて

行ったのである。 ，

この最初の捕囚があって100年 と少し経った頃，南のユ

ダ王国がネブカデネザル軍の攻撃 を受け，エルサ レムは略

奪 され，住民のユダヤ人は幽囚された。時を経てその一部

は帰されたが，残 りのユ ダヤ人は西アジア全土に散 った。

主 イエス ・キ リス トと使徒 たちが導きと恵みを施 した時代

の後，エルサ レムは再び崩壊 し，不従川頁で不義なユダヤ人

は再び先祖の土地か ら追われて，地上の暗黒の中をここか

しこに放浪し，現代のイスラエル集合 を待つ身となった。

ユダヤ人幽囚の直前の紀元前600年 に，主はイスラエル

の家の別の一支族 をエルサ レムから導 き出された。父の リ

ーハイは滅亡の前にエルサ レムを逃れ，主に導かれてアメ

リカ大陸でその子孫 を増 した。それは神の導 きの もとに働

く偉大な人物を指導者 としていただ く民であった。しか し

それにもかかわらず，彼 らも不従順 と反逆 と邪悪に陥って，

主のみ前か ら断ち切 られ，罰せ られ，散 らされた。

私たちの道が分かれてから数多い世紀が去来 し，おびた

だしい人間が生 まれては死に，あまたの王国が盛衰 してい

った。私たちは世界史の中に主のみ手を見た。イスラエル

支族の多くが さす らうのを見た。

しか し主はイスラエルをお見捨てにはならない。イスラ

エルは万国にふるい散 らされるが，主はそれでも 「ひと粒

も地に落ちることはない」， 失われることはない と言われ

たか らである(ア モス9：9参 照)。この時代に も，ユダヤ人

がいにしえのエルサレム，彼らのゆず りの地に集合す るた
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め の 道 を備 え る政 治 の 動 き を， 私 た ち は 目に して い る 。 比

較 的 最 近 の 歴 史 も， 予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス に よ っ て福 音

が 回復 され る た め に ア メ リカ の 地 が 準 備 され て い た こ と を

示 して い る。 また ， 新 エ ル サ レム の 地 に ヨ セ ブ の 残 りの 者

が 多 々 集 合 して い る の を見 る こ と もで き る。 私 た ち 自身 が

大 予 言 者 イザ ヤ の 言 葉 の 成 就 を 目撃 して い る の で あ る 。

「終 りの 日に 次 の こ とが 起 る
。 主 の 家 の 山 は ， もろ も ろ

の 山 の か し ら と して 堅 く立 ち ， もろ も ろ の 峰 よ り も高 くそ

び え， す べ て の 国 は これ に 流 れ て き， 多 くの 民 は 来 て 言 う，

『さあ ， わ れ わ れ は 主 の 山 に 登 り， ヤ コ ブ の 神 の 家 へ 行 こ

う。 彼 は そ の 道 をわ れ わ れ に 教 え られ る， わ れ わ れ は そ の

道 に 歩 も う』と。律 法 は シ オ ンか ら出 ， 主 の 言 葉 は エ ル サ レ

ム か ら 出 るか らで あ る司(イ ザ ヤ2：2-3)

私 た ち が 目 に して い る の は そ の 発 端 に す ぎ な い 。 イ ス ラ

エ ル を再 び シ オ ンに 返 す み 業 は， 地 の果 て ま で広 が る で あ

ろ う。 そ れ に つ い て ， 予 言 者 ハ バ ク クの 言 葉 が 思 い 出 され

る。 「諸 国 民 の う ち を望 み 見 て ， 驚 け， そ して 怪 しめ 。 わ

た し は あ な た が た の 日に 一 つ の事 をす る。 人 が この 事 を知

らせ て も， あ な たが た は と うて い信 じ ま いd(ハ バ ク ク1

：5)

「主 は 言 わ れ る
， そ れ ゆ え 見 よ， 人 々 は 『イ ス ラ エ ル の

民 をエ ジ プ トの 地 か ら導 き出 され た 主 は 生 きて お られ る』

と また 言 わ な い で， 『イ ス ラエ ル の 家 の 子 孫 を北 の地 と，

そ の す べ て追 いや られ た地 か ら導 き出 さ れ た 神 は生 き て お

ら れ る』 とい う 日が くる 。 その 時， 彼 ら は 自分 の地 に 住 ん

で い るd(エ レ ミヤ23=7-8)

この イ ス ラエ ル 集 合 の事 業 に と って 非 常 に 重 要 な の が ，

回 復 さ れ た イエ ス ・キ リス トの福 音 の 祝 福 を レー マ ン 人 に

伝 え る事 業 で あ る。 なぜ な ら ば ， 末 日の 主 の み 業 は ， この

偉 大 な約 束 の 子 らが 群 れ に 連 れ 戻 さ れ な い 限 り， 決 して ，



全 うされないからである。主は予言者 リーハイを通 じてこ

う言われた。 「見よ， まことにかれ らは再びイスラエルの

家の者 と認め られ，また 『かん らん』の木の元の自然の枝

であるから真の 『かんらん』の木に接がれる， と言 うので

あったd(1ニ ー ファイ15：16)私 たちはこの出来事 を

目のあた りに している。レーマン人 も異邦人 も，私たちを

分けた岩が取 り除かれるのを見た。

レーマン人の民ρ復帰の道程は決 して容易なものではな

い。とりわけレーマン人自身に とって。モルモン経の記録

が終わって以来1，000年 ， この民は霊の暗闇をさまよい，

ア メリカ大陸 と海の島々に散 って行 った。彼 らは書き言葉

を失い，高度の文明を失い，最悪なことに生ける神 とみ業

についての知識 をな くした。そ してヨーロッパの人々がア

メ リカに上陸 してからは，冷酷に追 い立てられ，殺 され，

卑 しめられた。

この民の没落を顧みて涙 を流さない者は，無情 この上な

い者である。しか し， レーマン人はこの地に長 らえ， この

ヨセブの残 りの民は再び約束のゆず りに入ると，主のみ言

葉は告げる。

今から70年 以上 も昔に私はレーマ ン人の中で生活 してい

た。当時，レーマン人の絶滅は純然たる現実であった。私

には， この没落した民が破壊から立ち上が り，主が約束さ

れたように今一度強大な民になることな どと℃ も不可能に

思えた。私はその ときにウィルフォー ド・ウッ ドラフ大管

長の言葉 を読んだの を覚 えている。

「レーマン人は山の上 でば らのように花開 くであろう
。

私 はこの場で申し上げたい。私はそれ を信 じているが，国

家権力が彼らを地の面か ら滅ぼ し去ろうとしているのを見

る とき，私はこの予言の成就が，おそらく今 までに読んだ

神の啓示のどれよりも信 じがたい。この福音 を受け入れる

人 もいな くな るの で は ないか と思 わ れ る ほ どで あ るd(Joπ γ一

ηαZげD∫sco解se8「 説教 集 」15：282)

しか し， レ ー マ ン 人 に 関 す る 主 の 約 束 は ， こ の神 権 時 代

の モ ル モ ン経 の 出 現 と と も に 成 就 し始 め(イ テ ル4 .：17参

照)， 私 は現 在 ， 彼 らが 再 び栄 え ， 美 しい 衣 を 身 に つ け 始

め て い るの を この 目で 見 て い る 。

イ ンデ ィ ア ン に 対 す る私 の 関心 は ， 私 が11歳 の と きに 受

け た祝 福 師 の祝 福 に よ っ て さ らに 大 き な もの とな っ た 。 そ

の 数 行 を御 紹 介 し た い 。

「あ な た は 多 くの 民 に 福 音 を 宣 べ 伝 え る で し ょ う
。 特 に ，

レー マ ン人 に伝 え る で し ょ う。 主 は あ な た に ， 言語 の 賜 と，

その 民 の 前 に福 音 を非 常 に は っ き り と現 わ す 力 の 賜 と を恵

まれ る か ら です 。 あ な た は 彼 ら を 組 織 立 て， ま た こ の 民 を

囲 む と りで と して 立 つ よ う備 え られ る で し ょ うd

しか し祝 福 師 は ほ か の だ れ も， こ の こ と を想 像 で きな か

っ た に違 い な い 。 この 祝 福 を受 け た と き に， 私 は 一 介 の 田

舎 の 少 年 で あ っ た し， 私 が 世 界 に 出 て 行 っ て福 音 を伝 え る

.と か ， ま して や 世 界 中 の ほ ぼ 全 種 族 を訪 れ る こ と な ど， 全

く可 能 性 の な い こ とだ っ た 。 その 約 束 が 今 こ の よ うに実 現

して い る 。 ま さ に 驚 きで あ る。 レー マ ン 人 は現 在 ， 数 も力

も増 しつ つ あ る。 ナ バ ホ イ ン デ ィ ア ンが 悲 惨 な 幽 閉 を解 か

れ て ニ ュ ー メ キ シ コ州 の フ ォー トサ ム ナ ー か ら戻 っ た と き，

生 存 者 は わ ず か9，000人 で あ っ た。 しか し， 現 在 は10万 人

を越 し て い る。 世 界 に は1億3千 万 人 に 及 ぶ レ ー マ ン 人が

い る。 彼 らは そ れ ぞ れ 居 住 す る地 域 社 会 で 政 治 的 な 責 任 と

活 動 力 を伽 ば しつ つ あ る。 雇 用 状 況 も生 活 水 準 も向 上 して

い る 。

教 会 は 彼 らの 間 にす で に 根 を下 ろ し， これ か ら も発 展 し

続 け るで あ ろ う。 現 在35万 人以 上 の レー マ ン 人教 会 員 が お

り， 彼 ら は 熱心 に 集 会 に 集 っ て い る。 彼 らは 神 権 を持 ち，

支 部 長 ， 定 貝会 指 導 者 ， 監 督 ， ス テ ー キ・部 長 な ど， この み

業 の あ らゆ る分 野 で 指 導 者 と して 活 躍 して い る。 ま た神 殿

に 入 り， 昇 栄 に 必 要 な 儀 式 を受 け て い る。 彼 らは 英 知 あ る

誠 実 な民 ， 偉 大 な祝 福 さ れ た 民 で あ る。

太 平 洋 か ら大 西 洋 ， カ ナ ダ沿 岸 か ら チ リ南 部 ， ハ ワ イか

らニ ュー ジー ラ ン ドに至 る海 の 島 々 ま で， この 福 音 を レー

マ ン 人 に伝 え る特 権 の あ る こ とは， 私 の喜 び で あ る 。 私 は

こ れ らの 兄 弟 姉 妹 た ち と食 卓 を共 に し， 歓 談 し， 客 とな っ

て 家 に招 か れ た 。 ・

私 が 会 っ た 人 々 の 中 に は ， レー マ ン 人 で あ る こ と を 多少

と も恥 じて い る 人 が い た 。 ど う して そ うな の か 。 あ る 人 た

ち は 自分 は ニ ー フ ァ イ 人 だ ， ゾー ラム 人 だ， い や ヨセ ブ 人

だ， な に 人 だ と主 張 す る。 確 か に 誤 解 が あ る6彼 らは ， 主

が そ の 誓 約 の 民 に 約 束 され た 大 き な祝 福 を拒 む の だ ろ うか 。

自分 の 生 得 権 を捨 て る の だ ろ うか 。 主 御 自身 が この 民 を，

父 リー ハ イ， イ シ メ ル， ゾー ラム ， ミュ レ ク， そ の 他 モ ル

モ ン 経 の 民 の子 孫 の す べ て を総 称 して レー マ ン 人 と呼 ば れ

た の で あ る。 文 字 通 りの レー マ ン 人 の子 孫 と， そ して 「ま

3

」
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た謀 反 に よ りて レニ マ ン 人 とな りた り し者 」(教 義 と聖 約

10：48)の す べ て を総 称 して 。

レー マ ン 入 で あ る 人 々 は ， この こ と を忘 れ な い で ほ しい 。

あ な た方 レー マ ン 人 の 先 祖 は ， イ ス ラエ ル の 他 の どの 支

族 に 比 べ て も謀 反 が 決 して大 き い わ け で は な い 。 イ ス ラエ

ル の 子 孫 は す べ て 背 教 に 堕 ち， 霊 の 暗 闇 の 長 い 夜 を 経 験 し，

た だ 神 の慈 悲 に よ っ て の み ， どの 支 族 も完 全 な 破 滅 を免 が

れ た の で あ る。 異 邦 人 とエ フ ラ イ ム の 混 血 が 最 初 に， 次 い

で ヨセ ブ の 残 りの レー マ ン 人 が ， 「あ との 者 は 先 に な り，

先 の者 は あ とに な るで あ ろ う」(マ タ イ20：16)と い う言

葉 の通 りに 。 レー マ ン 人 の 人 々 は この こ と を覚 え て い て ほ

しい 。 あ な たが た の 先 祖 に は ， ニ ー フ ァ イや そ の 兄 弟 で あ

る リー ハ イの よ うな 人物 が い る 。 彼 ら は宣 教 師 と して 主 の

召 しに仕 え て い て 投 獄 され た と きに ， 信 仰 に 満 ち て 義 しか

っ た た め ， 火 に 囲 まれ て も焼 か れ ず ， 彼 らの 顔 は モ ー セ が

山 か ら下 りて 来 た と きの よ うに 輝 い た。 迫 害 者 た ちが 「こ

の 二 入は 誰 と話 し合 っ て い る の か 」 と聞 く と， 「二 人 は神

の 使 と語 り合 っ て い る の だ 」 とい う答 え で あ っ た(ヒ ラマ

ン5：38，39)。 あ な た 方 は選 ば れ た 民 で あ る 。 輝 か しい

将 来 が あ る 。 あ な た方 は こ の 地 の あ らゆ る富 を所 有 す る か

も しれ な い が ， そ れ も あ な た 方 が こ の 教 会 に 占め る立 場 に

比 べ れ ば 無 に 等 しい 。 多 くの 国 々 を治 め るか も しれ な い が ，

あ な た 方 が 至 高 者 な る神 の も とで 王 ， 女 王 と して 聖 な る神

権 に よ って 持 つ こ とが で き る もの に 比 べ れ ば ， そ れ も無 に

等 しい 。

こ れ らの 兄 弟 姉 妹 た ち を 見 て ， 「黒 くて 汚 らわ し い」(1

ニ ー フ ァ イ12：23)と 思 う人 た ち は 注 意 し な さい 。 あ な た 辱

自 身 の先 祖 は ど うで あ ろ うか 。 私 た ち の 先 祖 を見 て み よ う。

汚 ら わ し い 邪 悪 な 先 祖 を 見 出 す こ とで あ ろ う。聖 典 に 目

を転 じ， レー マ ン人 を は じめ ， 主 の選 民 に 関 す る主 の み 言

葉 を捜 しな さ い 。

主 は 言 わ れ た 。 「わ れ は そ の 後 異 邦 人 の心 を柔 ぐる に よ

り， か れ ら は汝 の 子 孫(ヨ セ ブ の残 りの レ ー マ ン 人)に と

りて 父 の ご と く成 るべ しd(IIニ ー フ ァ イ10：18)慈 父

は 子 を 侮 りは し な い 。 そ の 子 らは 選 ば れ た 民 で あ り， こ

の教 会 は 彼 ら を正 当 な ゆ ず りに復 帰 させ る事 業 に 多 大 の 役

割 をに な っ て い る。 現 在 の この 民 と未 来 の この 民 との 隔 た

りは ひ とつ の機 会 と言 え る。 そ して 福 音 が そ の 機 会 を提 供

す る。 私 た ち が そ れ を提 供 しな け れ ば な らな い。 「そ の 日，

わ が シ オ ン を起 さ ん と努 む る者 は 幸 福 な る か な。 か れ らは

聖 霊 の 賜 と能 力 と を受 くるに よ る。 ま た か れ ら も し も終 り

まで 忍 ば ば， 終 りの 日に 挙 げ られ て … … 。 ま た平 和 を宣 べ

大 い な る喜 び の 音 ず れ を宣 べ 伝 う る者 は 山 の 上 に 在 りて い

か ば か り美 し きか なd(1ニ ー フ ァ イ13：37)

も うひ とつ ， は っ き りさせ て お き た い こ とが あ る。

ア メ リカ の 地 は無 条 件 で は な く， 神 の 律 法 を 守 って 忠 実

に 神 に仕 え る 人 々 の み が 受 け 継 ぐの で あ る。 神 の 戒 め に従

っ て こ そ， この 地 は 私 た ち の もの とな る。 だ れ で あ れ ， こ
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の地 を得 ようとす る者は神に仕えなければならない。さも

なければこの地か ら一掃 されるであろう。

そこできょう私の訴えたいことは，あらゆるレーマン人，

ポ リネシア人，インデ ィアンに，神の戒め を守 り， この選.

ばれた地に住むにふさわしくなっていただきたいとい うこ

とである。さらに警告 したい。あなたがたの力を高適な目

的の達成に使い，神の栄光 を真心から仰 ぎみて，信仰を保

ち，福音の原則を守 りなさいと。

あなた方の救 い主だ と公言する者 も現われよう。彼 らは

あなた方 を強力な話術や新奇な哲学の とりこにす るか もし

れない。もしその指導者が 身勝手 な疑 わ しい動機 を抱い

ていたな らば， 彼 らとは手 を切 りなさい。おそらくある

者はあなた方を愚かな行動 に扇動 す るであろ う。用心 し

なさい。

正当な手続 きを経て選ばれた指導者に耳を傾け，平和な

手段でのみインディアンに独立 と平等 と完全な自由を得 さ

せ ようとする人々にくみしなさい。そのような形の成功だ

けが永続するのである。

主は広大な計画を持 っておられる。私には， それが この

教会のプログラム を通 じて実行され るという堅い確信があ

る。現在すでに教会はレーマン人に教育を施 し，生活と健

康の水準を高め，彼 らの腰い主の福音 を伝えている。レー

マ ン人への伝道に一層の努力を喚起 したところ，大いに喜

ば しい反応があった。レーマン人の地域における伝道は実

に活発で成果も大 きく，宣教師ひとりあた りの改宗率は他

の伝道部 をはるかにしのいでいる。それは昔の時代そのま

まである。 「レーマン人が容易に甘ん じて主の道 を信ずる

か ら，主がます ますその 『みたま』 を授けたもうたことが

明らかであるd(ヒ ラマン6：36)現 在はレーマ ン人の

宣教師が大勢伝道に出ているが，その数はこれからさらに

増すであろう。

私たちは自分の信仰 を働かせてこの業 をさらに進め るこ

とができないだろうか。イノスは強い信仰 をもって祈 り，

レーマン人が守 られるとい う約束を主か ら得た。数 多い末

日聖徒の家族が毎 日ひざまず き，信仰 をもってこれら兄弟

たちの間にみ業が早 く進め られ，扉が開かれるように祈 っ

たならば，何 と素晴 らしいことであろうか。主イエス ・キ

リス トが再び帰 ってその民を導 き，福千年が開かれ，地球

が元にあらたまって楽園の栄えを受け，地が合 してひとつ

の地 となる日が来る。レーマ ン人はその 日のために，神の

家の兄弟姉妹 とひ とつになってみ業 を推進するために♪再

び威厳 と力 をもって立ち上が らなければならない。予言者

たちがこう告げた通 りである。 「ヨセブの家の残 りの子孫

はこの地でふ え，この地はかれらの受け嗣 ぎの地 となる。

かれらは主のために昔のエルサレムのような聖 い都を建て

て大地が過 ぎ去る終 りの時 までもはや散 り乱れないd(イ

テル13：8)

私はこれを堅 く信 じている。



日々の 恵み

福音に従い，主を愛する日々の経験

は，一つ一つ末 日聖徒の胸に刻 まれて

いきます。これはだれもが持っている

物語です。証 を強 くした経験，祈 りが

答えられたこと，神権の祝福，愛する

家族や友人の受けた霊感，教会の活動

を通 して得た報いなど，あなたの経験

をみんなで分かち合いましょう6

宛先は東京都港区南麻布5-10-25

中正堂会館

末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会翻訳事

業部 日本語 コーデ ィネーター

ジ ョー ジ ・リー長老 ：

「私 に与え られた 機会

はみな主のおか げ'です」

ロ ー レ ンス ・カ ミ ン ズ

七 十 人 第 一 定 貝 会 の ジ ョー ジ ・リー

長 老 は ，1943年3月23日 ， コ ロ ラ ド州

トワ オ クで ナ バ ホ イ ンデ ィア ン を両 親

と して 生 まれ ま した 。

少 年 時 代 の リー 長 老 は， 出 生 地 の コ

ロ ラ ド州 トワ オ クの 居 留 地 に お い て ，

ナ バ ホ族 独 特 の 土 間 の 小 屋 で 暮 ら し ま

し た 。 電 気 器具 も近 代 的 な：利 器 も な く，

12人 の 子 供 た ち は み ん な ひ とつ 屋 根 の

下 で生 活 し ま した 。

リー 長 老 は 語 っ て い ます 。 「父 は変

わ り者 で した 。 英 語 が わ か らな い 上 に ，

イ ン デ ィア ン 文 化 に 非 常 に 固執 して い

ま した 。 父 は 羊 飼 い で ， 猛 烈 な 働 き者

で した 。 そ して 寝 過 ご す の を嫌 い，『お

陽 さ ま よ り先 に 起 き ろ 』 とい うの が 口

ぐせ で し た。

父 は女 性 を尊 敬 す る よ うに私 た ち を

教 育 し ま し た 。 ま た， 神 は 感 情 の あ る

御方であるとは考えていませんでした

が， 自然 を崇拝 していて，土 も山も動

物 も虫 も，すべて生 き物は神によって

造 られたのだから，食べ るとき以外は

大切に守 らなければならないと言って

いました。私たちはあらゆる生 き物に

親 しみを感 じていました。

が らがらへびが小屋に入って くると，

父は静かに話 しかけて棒でやさしくつ

かまえて，家から百メー トル も離れた

所に連れて行 き，何 もしないか らどこ

かへ行 きなと言って置いて来るので し

た。

父母は10キ ロも離れたところに水を

汲みに行 き，肩にかついで運んできまし

した。水が凍る冬は氷を叩き割って袋

に詰めて家まで運び，ス トーブで解か
＼

して 飲 み 水 に し ま したd

リー 長 老 が 初 め て 福 音 に 関 心 を持 っ

た の は ， コ ロ ラ ド州 マ ン コ ス ク リー ク

で 交 易 所 を経 営 して い た ブ ル ー ム フ ィ

ー ル ドとい う名 の 末 日聖 徒 の 夫 妻 を 通

じて で した 。 彼 は そ の と き ま で 永 遠 の

父 な る神 は 礼 拝 して い ませ ん で し たが ，

覚 えて い る 限 り， 問 題 が あ る と きに は

い つ も造 り主 に 祈 っ て い ま した 。

「7歳 の と きに す ば ら しい霊 的 な経

験 を し ま した 。3日 間病 気 を した と き

の こ と です 。

病 気 が 進 行 し， 両 親 は ま じな い 師 を

呼 び ま し た 。

私 の 両 親 は 英 語 が 話 せ ま せ ん 。 昔 か

た ぎの ナ バ ホ な の で す 。

ま じな い師 の 祈 祷 は き きめ が あ りま

せ ん で し た 。 前 よ り もか え っ て 悪 く

な り ま し た。 そ して3日 後 ， 心 臓 が 止

ま り ま し た。

父 は棺 を作 り， 私 に 埋 葬 の 衣 装 を着

せ ま した 。 そ して 私 を棺 に 入れ ， ふ た

を して墓 穴 に 降 ろ し ま した 。

そ の とき箱 が ど し ん と降 ろ さ れ た シ

ョ ッ クで ， 息 をふ き返 したの で しょうd

リー 長 老 は ， 棺 を とん とん 叩 く と両 親

が 驚 い て 墓 か ら棺 を 引 き上 げ ， ふ た を

あ け た と語 っ て い ます 。

「私 の 最 初 の 言 葉 が
， 『ソー ダ 水 を

飲 み た い よ』 で し たd

ブ ル ー ム フ ィー ル ド夫 妻 が 彼 につ け

た ニ ッ クネ ー ム 「ソー ダ 坊 や 」 は こ れ

に 由 来 して い ます 。 しか し彼 らは そ の

少 年 の 蘇 生 は決 して 偶 然 の こ とで は な

く， な す べ き大 切 な 仕 事 が あ るか らで

あ る と感 じま した 。

ジ ョー ジ ・リー は9歳 で バ プ テ スマ

を受 け，11歳 の と きに イ ン デ ィ ア ン の

た め の 里 親 制 度 の1回 生 に な りま した 。

彼 は ユ タ州 オ ー レ ム の グ レ ン ・ハ ー カ

ー 家 の 人 々 と一 緒 に 生 活 し ま し た
。「学

校 時 代 に 自分 が イ ンデ ィ ア ンで あ る こ

と を意 識 し ませ ん で し た。大 き くな っ

て も肌 の 色 な ど気 に し た こ とが あ りま

せ ん 。 ど ん な 人 で も尊 敬 す る よ うに教

え た 父 の 影 響 もあ るの で し ょ う」 と リ

ー 長 老 は 言 って い ます
。

リー 長 老 は サ ウ ス ウエ ス ト ・イ ンデ

ィ ア ン伝 道 部 で 宣 教 師 と して働 き ま し

た 。

1967年12月 に ， リー 長 老 は ソル トレ

ー ク神 殿 で
， キ ャサ リン ・ヘ テ ィチ と

い う名 の 美 しい コマ ンチ の 女 性 と， ス

ペ ンサ ー ・W・ キ ン ボ ー ル長 老 の 司 式

で結 婚 し ま した 。 リー 長 老 夫 妻 の 子 供

は，6歳 の デ ュ エ ン ・マ イ ケ ル と5歳

の チ ャ ド ・ トー マ ス，10ヵ 月 の ト リシ

ア の2男1女 で す 。

ジ ョー ジ ・リー 長 老 は30代 で す が ，

学 問 的 業 績 とそ の 指 導 力 に 対 して 与 え

ら れ た 賞 の 数 に は 目 を見 張 る もの が あ

りま す 。 彼 は教 育 学 修 士 号 を持 ち ， 博

士 論 文 を最 近 完 成 し ま した 。1974年 に

5
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は，主 としてアメ リカ原住民を対象と

した短期大学，ア リゾナ州ガナ ドのガ

ナ ドカレッジの学長になりました。

しか し，これまで述べてきた数々の

事柄 もさることながらジョージ ・リー

長老 をよく物語るのは，その温和な精

神 と主に対する絶対の信仰です。彼は

謙遜な人で， 「私に与えられた機会は

みな主のおかげです。私は主に使われ

る道具 となって，善 を行ない，民に仕

えたい」 と語る。

リー長老はナバホインデ ィアンの遺

産 よりも教会 と家族 を優先させてきた

のでした。七十人第一定員会会員およ

びア リゾナ ・ホルブルック伝道部長 と

いう新 しい責任は， リー長老夫妻に，

兄弟姉妹 を福音の光の中へ連れ戻すさ

らに大きな機会をもたらすことで しょ

う。

(ロ ー レ ン ス ・カ ミ ン ズ 「フ レ ン ド」

誌 編 集 副 主 幹 ， ソ ル ト レー ク ・ハ イ ラ ン

ドス テ ー キ・部 ヌ、トラ トフ ォ ー ド ・イ ー ス

トワ ー ド部 の ワ ー ド部 書 記 補 助)

「私たちは什分の一を

納めました」

ダ ニ エ ル ・ア フ ァマ サ ガ ・

一ベ サ ム

私は教会に入るとす ぐに什分の一 を

納める決心をしましたが，他の献金は

ほかの用途があって納める余裕があ り

ませんで した。その出費のひとつが5

ヘ クタールの土地 と家の借金で， 月々

の支払いが2週 間以上滞ったら売 り手

に引渡す という条件で購入 していまし

た。しか し，私は祈ってお金の使途を
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尋ねた後で，土地の月賦払いの分 を什

分の一にまわす とよいと感 じました。

土地を持 ちたい人は大勢います し，売

り手 も引渡しを望んでいるので，本当

に心配でした。けれども私 たちは天父

を信頼 していましたので，支払いがで

きるようにきっと道を備 えて下 さるこ

とを知 っていました。

私は慰みに豚 を飼育 していましたが，

豚はなかなか売れません。 ところが什

分の一 を納めた数 日後， ある人か ら豚

を7頭 売ってほしいと言われました。

その買値は土地の支払い とぴった り同
　

じ金額で した。

それか らも， この先 どうしたら什分

の一 を納めてゆけるか心配で，そのた

めに食費やその他の出費を切 りつめな

ければならない と思いました。 しか し

その必要はあ りませんで した。主が ま

た祝福を下 さったのです。私の国では

給料が増額 されることはほとん どあ り

ません。 ところが間もなく，什分の一

を納めた上に，さらに初めて貯金がで

きるほどの昇給を祝福 されたのでした。

私たちの家族は教会に入ってか ら本

当に恵まれてきました。私はア ピア ・

サモアウエス トステーキ部の第二副ス

テーキ部長，そして妻はローレルの教

師と，扶助協会 と日曜学校のオルガニ

ス トとして働いています。

「涙が出てどう しようも

あ りませんで した」

トン ガ ・ トウ タ イ ・バ レツ ア

トンガ ・ トウ タ イ ・パ レ ツ ア伝 道 部

長 は祝 福 師 の祝 福 の 中 で ， 「地 上 の み

業 を推 し進 め ， 隣 人 に仕 え るべ く… …

賢 明 な 目的 が あ っ て シオ ン の ス テー キ

部 の 中心 地 よ り離 れ た 地 に生 を受 けた」

と 言 わ れ ま した 。1942年 に教 会 に 入 っ

た と きか ら， それ が 彼 の 生 き方 で した 。

パ レ ツア 伝 道 部 長 は 長 年 ， トン ガ の

公 立 学 校 で教 え て い ま した 。 そ の 後 ，

1955年 に 教 会 の 学 校 で 教 え る よ うに な

り ま した 。 そ れ か ら間 もな く トン ガ 教

会 学 校 の 宗 教 部 長 に な っ て ，1974年 ま

で そ の 任 に あ りま した 。 同 時 に， ス テ

ー キ 部 長 の責 任 も務 め ま し た。1974年

に 彼 は スペ ンサ ー ・W・ キ ン ボ ー ル 大

管 長 か ら， トン ガ ・ヌ クア ロ フ ァ伝 道

部 長 に 召 され ま した が ， そ の と きパ レ

ツ ア 伝 道 部 長 は 「胸 が 高 鳴 り， 涙 が 出

て ど う し よ う もあ りませ ん で した 。 私

は そ れ を体 中 で 感 じま した 」 と言 っ て

い ます 。

パ レ ツ ア 伝 道 部 長 は証 して い ます 。

「疑 い もな くモ ル モ ン経 は
， こ の 教 会

の 頭 で あ る救 い 主 ， 神 の御 子 イ エ ス ・

キ リス トを証 す る第2の 書 です 。 モ ル

モ ン経 に は 完 全 な 福 音 と， 私 の 先 祖 の .

真 実 の 歴 史 が 載 って い ます 。 この 国 民

は トンガ 人 と呼 ば れ て い ます が ， 私 は

主 の 名 づ け られ た レー マ ン 人 とい う名

で 呼 ば れ る と きに 誇 り を感 じ ます 。 私

の 皮 膚 の 色 は褐 色 で す が ， 私 の 血 は純

粋 で す 。 こ れ は ニ ー フ ァ イ ， リー ハ イ ，

ヨセ ブ， ヤ コブ ， イサ ク， ア ブ ラハ ム .

の 血 です 。

先 祖 リー ハ イが 子 孫 に 望 ん だ よ うに ，

私 の 兄 弟 た ち に も生 命 の 木 の 実 を 食べ

させ る こ とが ， 私 の め ざす 目標 です 。

ト ン ガ 人が こ の 木 の実 を 食べ ， こ の 国

の 全 家 族 と リー ハ イ の 子 孫 全 員 ， 貴 族

や 平 民 ， イ ス ラエ ル の 家 ， 天 父 の 愛 す

る子 供 た ち に モ ル モ ン経 が 行 き渡 っ て ，

み ん な が シ オ ン に集 め られ る よ うに す

る こ とが 私 の 望 み で すd
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回 復 された教会の初期の歴史を見ると・アメllカ インデ
ィアンとそれ より数の多いレーマン人国家の民に対す

る教会指導者の見解は，明らかに世の見解 と異なっていた。

当時この民は，一見して教会の発展 とその将来に重要な役

割 を演 じるようには思えなかった。

これに対 して末 日のレーマン人に対する初期の教会指導

者の見解は楽観的で，当時の世論 と全 く相反 していた。ア

メリカインデ ィアンが 「滅びゆ くアメリカ人」 とされ，幾

つかの州や准州で実際に絶滅の奨励金が出た時代に，教会

指導者は彼 らの輝か しい将来 を予言 したのであった。

設立後間もない教会がその基の確立に苦闘し，経験ある

す ぐれた指導者を大勢必要 としていたとき，初めて正式の

伝道旅行か行なわれた。 しか しその旅行先は，北東部諸州

の将来性ある人口集中地域ではなく，半文明のインディア

ン種族が住む西部であった。その伝道にはオリバー ・カウ

ドリ，パー レー ・P・ プラットという教会の最 も卓越した

ふた りの指導者が全力を傾注 し，その間彼らは教会管理の

中枢から退いたのである。

当時の傍観者 たちにとっては， しいたげられ， うとん じ

られている民族に教会指導者の力を注 ぐことは不合理 であ

将来を共にする

レー マ ン人 と末 日聖 徒
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り徒 労 と も見 え た に 違 い な い 。 神 権 役 員 の 中 に さ え， レー

マ ン人 に 対 す る教 会 の 伝 道 活 動 を 自分 の信 仰 に 対 す るチ ャ

レ ン ジ と受 け とめ る 人 々 が い た 。

ウ ィル フ ォー ド ・ウ ッ ドラフ 長 老 は ，1873年1月12日 に

次 の よ うに 述 べ て い る。

「レー マ ン 人 は 山 の 上 で ば らの よ うに 花 開 くで あ ろ う
。

私 は こ の場 で 申 し上 げ た い 。 私 は そ れ を信 じて い るが ， 国

家 権 力が 彼 ら を地 の 面 か ら滅 ぼ し去 ろ う と して い る の を見

る と き， 私 は こ の予 言 の 成就 が ， お そ ら く今 まで に読 ん だ

神 の 啓示 の どれ よ り も信 じが た い 。 この 福 音 を受 け 入 れ る

人 もな くな るの で は ないか と思 わ れ るほ ど で あ る司(Jo駕 γ一

ηαZげDゴsco%rse3「 説 教 集 」15：282)

100年 前 の 情 勢 で は レ ー マ ン 人 の 将 来 は 非 常 に 悲観 的 で

あ っ た 。 しか し， ジ ョセ ブ ・ス ミス と そ れ に 続 く人 々 の こ

れ ら主 の 選 民 に 関 す る信 仰 と示 現 は ， そ の正 し さ が 現 在 立

証 され つ つ あ る 。

教 会 が 組 織 さ れ て 半 年 後 に始 ま る オ リバ ー ・カ ウ ドリ，

パ ー レー ・P・ プ ラ ッ ト， ピー ター ・ホ イ ッ トマ ー ， ザ イ

バ ・ピー ター ソ ン らの レー マ ン 人 に 対 す る 伝 道 の物 語 に は，

心 ひ か れ る もの が あ る 。 それ は 高 遠 な希 望 と挫 折 ， 限 りな

い 忍 耐 と漸 進 的 な 成 功 の 連 綿 と した 糸 で あ る。 そ の 劇 的 な

終 幕 は ， 今 な お 未 完 で あ る。 そ れ は 教 会 一 般 史 に ま た とな

い 信 仰 を鼓 舞 す る事 柄 で も あ り， その 基 盤 は 旧約 の 時 代 か

ら伝 え られ た 約 束 の 予 言 とか らみ あ っ て ， 取 り消 す 方 な き

誓 約 を主 か ら受 け た 民 の 末 喬 へ と， 興 味 深 く もつ な が るの

で あ る。 あ る 意 味 で， カ ウ ドリ， プ ラ ッ ト， ホ イ ッ トマ ー ，
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ピーター ソン長老 らの伝道は，主 とこの最後の福音の神権

時代にある僕 たちとに よって成就 される，贈 いの業に深い

関わ りを持 った予言の一大 ドラマの序曲であった。

モルモン経の由来 と内容 を知る末 日聖徒に とって，ジョ

セブ ・ス ミスが当時の レーマン人の問で購 いの業 を始める

仕事になぜ あのように打 ち込んだかは，悟 るにそう難 くな

いはずである。ジョセブは金版からモルモン経のとびらのペ

ー ジを翻訳 していた。そのペー ジに記された次の言葉は，

青年予言者の知 と情に鮮烈な印象を残 したことであろう。

「それであるから， この経典はニーファイの民の記録 と

レーマ ン人の記録 とを短 くまとめた もので，イスラエルー

家の残 りの子孫であるレーマン人……に伝 えるために書か

れたものである。」

主は， ジョセブ ・ス ミスがマーテン ・ハ リスに渡 した翻

訳済みの原稿 を紛失 した後，彼に与えた啓示の中で，この

ことを重ねて強調 しておられる。 「すなわち， この証はま

たレーマン人，レミュエル人およびイシメル人の間にも知

らるべ きなり。これ らの者はその先祖 らの罪悪によりて不

信仰に堕落せ しものにして，……神彼らをしてこれを亡ぼ

す を許 したるものな り。而 して以上の記録を載せ たるこれ

らの金版は，実にこの目的のために保存された りd(教 義

と聖約3：18-19)

ニーファイ人，レーマン人のこの記録を保存した人々に

対 してジョセブが どんな義務感を覚えたか，想像 していた

だ きたい。彼の一生の目的も行 く末 もその民と固く結びつ

き，彼にはレーマ ン人が 自分 と同じ時代の人と思われたに



違 い な い 。 そ こ で ， ニ ー フ ァ イ の 願 いが 彼 の 意 識 に いか に

重 く 響 い た か 考 え て み て い た だ きた い。 ニ ー フ ァ イは 次 の

よ うに 語 っ て い る 。

「そ の 時 に 私 た ち の 子 孫 の 残 る 者 は
， 私 た ち の こ と と私

た ち が エ ル サ レ ム を出 て きた 時 の こ とを知 り， また 自分 ら

が ユ ダ ヤ 人 の 子 孫 で あ る こ とが 解 る よ うに な る 。 そ して イ

エ ス ・キ リス トの福 音 が か れ らの 中 に 宣 べ 伝 え られ るか ら
，

そ れ に よ っ て か れ らは 自分 らの 先 祖 の こ と を知 り， ま た そ

の 先 祖 が イエ ス ・キ リス トの こ とを よ く知 っ て い た こ と も

知 る よ う に な るd(IIニ ー フ ァ イ30：4-5)

ま た ， イ ノス の 切 望 も強 い 印 象 を 残 し た に 違 い な い 。

「こ の 言 葉 を聞 い て 私 イ ノ ス は 主 を信 ず る信 仰 が い よ い

よ 固 くな り， 私 の 兄 弟 レー マ ン 人 の た め に た び た び長 い 間

一 心 不 乱 に 主 に祈 っ た
。

私 は また 信 仰 を こめ て 私 た ち の 歴 史 を護 りた も うよ うに

神 に願 っ た か ら， 神 は そ の み こ こ ろ に か な っ た 時 に な っ て

そ の 歴 史 を と り出 し て レー マ ン 人 に 授 け よ う と私 に 誓約 し

た も うたd(イ ノ ス11，16)

モ ロ ナ イが 民 の 記 録 を結 ぶ に あ た っ て 一 番 気 が か りだ っ

た の は， 末 の 時 代 ま で所 有 の 地 に 長 ら え るは ず の レー マ ン

人 め こ とで あ っ た 。 モ ロ ナ イは 彼 自身 の 名 を冠 す る書 の最

後 の 章 の 書 出 しに， モ ル モ ン経 を読 む す べ て の 人 に 呼 び か

け る あ の 感 動 的 な チ ャ レ ン ジ と約 束 を一 体 だ れ に 対 して告

げ た の か ， は っ き り語 っ て い る。謄 「私 モ ロ ナ イ は ， 私 が 善

い と思 うこ と を い さ さか 私 の 兄 弟 で あ る レー マ ン人 に 書 き

の こ すd(モ ロナ イ10：1)

ジ ョセ ブ ・ス ミス 自身 は， 直 接 モ ル モ ン 経 の 民 の 子 孫 に

教 え る機 会 をあ ま り持 た な か っ た。 しか しあ る と き， ジ ョ

セ ブ の も と.にイ ンデ ィア ン の 酋 長 ケ オ ク ッ クは ， キ ス ク ロ

シ ュ， ア ペ ヌ ー ズ， そ の ほ か100人 ほ ど の サ ク族 とフ ォ ッ

ク ス族 の 酋 長 や 戦 士 ， な らび に そ の 家 族 を伴 っ て ぎた 。B

・H・ 、ロバ ー ツ 長 老 は そ の 来訪 の 模 様 を次 の よ うに 記 し て

い る 。 「ス ミス 大 管 長 は しば ら くの 時 間 ，〆主 が 彼 らの 先 祖

に つ い て 彼 に 啓 示 さ れ た 事 柄 を話 し， モ ル モ ン経 に 記 され

て い る 彼 ら に 関 わ る約 束 を詳 し く話 して 聞 かせ た。 … … 予

言 者 が 自分 た ち の 先 祖 の 話 ， そ の 栄 枯 盛 哀 と， ま た堕 ち た

状 態 か ら腰 わ れ る とい う約 束 を 語 る の を 聞 い て ， 彼 らの 心

は 燃 え た に 違 い な いd

ロバ ー ツ 長 老 に よ る と， ケ オ ク ッ クは ジ ョセ ブに 次 の よ

うな 返 答 を し た とい う。 「私 の テ ン トに ， あ な た が 幾 月 も

前 に くれ た モ ル モ ン経 が あ る。 あ な た は偉 大 で善 良 な方 だ

と思 う。 ケ オ ク ッ クは 野 蛮 に 見 え るが ， 私 は大 霊 の 子 だ 。

私 は あ な た の 忠 告 を聞 い た 。 私 た ちは 闘 い をや め て ， あ な

た の 忠 告 を聞 い た 。 私 た ち は 闘 い をや め て ， あ な た が 話 し

て くれ た 良 い 話 に 従 うつ も りだd.(孟C伽preん επ8∫"eH∫s一

言oγツq/TんeCん ωrbんq/Jes%sCんr∫sJq/Lα 置彦e7㌔面ツSα ∫η孟5

「末 日聖 徒 イ エ ス ・キ リス ト教 会 概 史 」2：88 .一89)

合 衆 国 お よび カ ナ ダ以 外 で も， 早 くか ら レー マ ン 人国 民

に伝 道 が 開 始 され た 。1844年 に ソ シエ テ 諸 島 で伝 道 部 が 開

か れ ，1852年 に は フ ラ ン ス政 府 に よ り宣 教 師 が退 去 させ ら

れ た が ，1892年 に は復 帰 の 許 可 が お りた 。

ハ ワ イ の伝 道 は1850年 に 始 ま り・
， 数 年 後 に は ニ ュ ー ジー

ラ ン ドの レー マ ン人 に も伝 道 が拡 張 さ れ た 。㌧こ れ らの 伝 道

部 は皆 非 常 な 発 展 を 見 た 。

1851年 に ベ ー レー ・P・ プ ラ ッ ト， ル フ ァ ス ・ア レ ンの

両 長 老 が 南 米 初 の 宣 教 師 と して チ リの バ ル パ ラ イ ソに 上 陸

し， 内 戦 に 苦 しむ 国 を見 た。 恒 久 的 な伝 道 部 は組 織 され ず ，

南 米 大 陸 に お け る伝 道 事 業 は1925年 ま で延 ば さ れ た が ， こ

の 年 に 至 っ て メ ル ビ ン ・J・ バ ラ ー ド長 老 は ル ロ ン ・S・

ウ ェ ル ズ 長 老 ，'レ イ ・L・ プ ラ ッ ト長 老 と と も に， ア ル ゼ

ンチ ン， ブ エ ノ ス ア イ レ ス の ラ プ ラ タ 川 河 岸 に 近 い しだ れ

や な ぎの 森 に ひ ざ まず き， 南 米 の 地 を福 音 伝 道 の 地 と して

奉 献 した 。 バ ラ ー ド長 老 は祈 りの 中 で ， 南 ア メ リカ諸 国 の

レ ー マ ン 人 の 間 で 将 来 行 な わ れ る業 に つ い て ， 次 の よ うに

告 げ た 。

「ま た
， この 土 地 の イ ン デ ィ オ ， リー ハ イ の 子 孫 で あ

り， こ の 国 に 住 み ， 長 年 しい た げ られ て 多 くの 苦 難 に あ い，

モ ル モ ン 経 の 予 言 者 た ち の予 言 の ご と くに 罪 とが の ゆ え に

苦 しん だ大 勢 の 民 に 対 して， モ ル モ ン経 に記 され た 汝 の約

束 の 成 就 の 始 ま り を， 我 ら見 ん こ と を祈 りた て まつ る 。 …

お お ， 御 父 よ， わ れ らお よび われ らに 続 く汝 の 僕 らが イ

ス ラエ ル の 家 の こ の 支 族 に た て た も うた 汝 の 貴 き約 束 を 宣

べ る と き， 汝 の み た ま を彼 らに 注 ぎ， これ らの 真 実 な る こ

と を彼 ら に示 させ た ま え司

バ ラー ド長 老 は こ の訪 問 の報 告 の 中 で ， 次 の よ う に述 べ

て い る。 「兄 弟 た ち は そ れ ぞ れ 簡 単 に話 を した 。 … … 彼 ら

は お 互 い を祝 福 す る と同 時 に， ま た こ の 伝 道 部 を開 設 した

こ とに よって，そ の 地 の ヨー ロ ッパ 人 が 大 勢 福 音 を受 け 入 れ

るが ， そ れ に と ど ま らず や が て は 伝 道 の 大 事 業 が イ ンデ ィ

オ に 及 ぶ と感 じた 。 そ れ は 重 要 な 日だ っ たd(ブ ラ イア ン

ト ・S・ ヒ ン ク レーSεrηaoπsα ㎡M∫s蕊oη αγlySer"'cesq/

Me伽 η 」：Bα 〃α掘 「メ ル ビ ン ・J・バ ラー ドの 説 教 と伝 道 」

PP.96-97)

1879年10月 の総 大 会 で ，3人 の 宣 教 師 が メ キ シ コ シ テ ィ

ー の 伝 道 部 開 設 の ため に 召 され た
。 す で に1876年 に メ キ シ

コ伝 道 部 の 設 立 が 試 み られ て い た が ， こ れ は 失 敗 して い た
。

そ の 後 ， 革 命 期 に 幾 度 か 伝 道 が 中 断 さ れ た 。 しか し現 在 メ

キ シ コ の伝 道 部 は世 界 で最 も大 きな 成 果 をあ げ て お り， モ

ル モ ン 経 の 民 の 子 孫 の 改 宗 者 が 高 い割 合 を 占め て い る。

1960年 の この 国 の 統 計 で は ， 国 民 の う ち の2，600万 人 が イ

ン，デ ィ ア ンの 血 を引 い て い る とい うる

北 米 ， 南 米 お よび 太 平 洋 の 島 々 に住 む レ ー マ ン 人 の 間 で
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ほ か に も 多 くの 事 業 が 行 な わ れ ， 長 年 に わ た め て め ざ ま し

い 成 功 を 見 て い る が ， 教 会 事 業 の 中 で 最 も画 期 的 な 成 果 が

あ が っ て い るの は この20年 ほ ど で あ る。 最 近 の 進 展 は ， 教

会 イ ン デ ィア ン委 貝会 の委 員 長 と して 長 い 間 働 い た スペ ン

サ ー ・W・ キ ン ボ ー ル 大 管 長 に 負 う と こ ろ が 大 きい 。

太 平 洋 ， メ キ シ コ， 中 央 ア メ リ カ， 南 ア メ リカ 全 般 に わ

た っ て 大 規 模 な教 育 制 度 が 実 施 され ， チ リ， ペ ル ー ， ボ リ

ビ ア， パ ラ グァ イ ， メ キ シ コ， フ ィー ジ ー ， ニ ュ ー ジ ー ラ

ン ド， 西 サ モ ア， タ ヒチ ， トン ガ の 教 会 経 営 の 学 校 に， 総

勢16，000人 近 い 生 徒 が 通 学 して い る。 そ の 大 半 は レー マ ン

人 の 後 喬 で あ る。 彼 らは 地 域 の教 会 の 将 来 の大 発 展 をに な

うべ く， 機 会 を得 て才 能 や 指 導 力 を伸 ば し て い る。 この よ

うな 場 で 教 会 学 校 に通 う若 人 た ち に加 え ， 合 衆 国 や カナ ダ

の 公 立 学 校 や 国 立 学 校 に 通 う レー マ ン 人 の 若 人 の セ ミナ リ

ー へ の 登 録 者 が13
，000名 で あ る。 ま た ， お よ そ1，500名 が

ユ タ州 プ ロ ボ とハ ワ イ州 ラ イ エ の ブ リガム ・ヤ ン グ大 学 に

通 学 して い る。

現 在 ， 教 会 の30を 越 す ス テ ー キ部 が ， レ ー マ ン 人 教 会 員

が 優 勢 を 占め る地 域 に 設 立 され て い る。 彼 ら の 間 で の 伝 道

轟i

緊

灘

懸

蝋議竃
蘇蕪蕪

事業は以前になく盛んである。レーマン人末喬の教会員数

は，現在35万 人と見積 もられているが，これは全教会員数の

ほぼ1割 にあたる。

この業が予言に基づいていることを理解するために， も

う一度モルモン経の霊感に満ちた予言に立ち返ってみなけ

ればな らない。救い主御 自身が，アメ リカ大陸を訪れて民

に導きと恵みを施 された折，現在のレーマン人の先祖たち

に次の ように言われた。 「その時，すなわちこの民の残 り

の子孫に福音 を伝 え始むる時 を以て御父の事業は始 る。わ

れまことに汝 らに告 ぐ， その日来 らば散 らされたるわが民

の中にも，また御父がエルサ レムよ りほかの所へ導 きたも

うたる行方の知 られ ざる支族の中にも，御 父の事業始 るべ

し，」(IIIニーファイ21：26)

救い主はイザヤの言葉を引いてさらに続けられた。 「山

は去 り岡は移れども，わが情は汝 を離れず，われわが民に

立てる誓約 も汝 を離れず，」(IIIニ ーファイ22：10)

前に述べた通 り， ウィルフ ォー ド ・ウ ッ ドラフ長老は

100年 前に，その予言を受け入れることはむずか しいと語

っている。しか しなが ら近年 の発展 を見れば， 主のみ手

がモルモン経の民の末喬 をイスラエル支族に復帰させ よう

としてお られることは容易に理解 できる。初期の兄弟たち

の信仰は，今や立証されつつあるのである。

大きな数歩が踏み出されたとはいえ， レーマ ン人の時代

は今や夜明け を迎 えたばか りである。モルモン経の予言者

と末 日の教会指導者たちが予言したすべてのことが成就さ

れるには，まだ主の民によって大事業が進め られなければ

ならない。レーマン人国家 と末 日聖徒の将来 をひ とつに結

ぶ予言の絆がある。神に聞 き従 う異邦人 とレーマン人には

同様の約束がある。私たちの時代はこの土地 を所有する異

邦 人の民に福音の回復がある時代だが，この時代 をさして，

主の天使はニーファイにこう告 げた。 「神の子羊言葉 と権

能 とをもちて異邦人に現われそのつ まず く石 を取 り除 く時，

異邦人もし神の子羊の言葉に聞き従い，神の子羊に向いて

その心 をかた くなにせずば，異邦人は汝の父の子孫の中に

数 えらるべ し。すなわち異邦人はイスラエルの家の中に数

えられ，約束の地にていつ までも永 く祝福 を受 くる者 とな

り，かれ らはもはや再び束縛の身とならず，またイスラエ

ルの家は もはや再び散 り乱るることなか るべ しd(1ニ ー

ファイ14：1-2)

(ディー ン ・L・ ラー セ ン この記事 を執 筆 した 当時 は教 会

誌 ・教育 資 料担 当 デ ィ レ クター であ ったが ，10月 の総 大会 で七

十 人第一 定 員会 会 員 に召 され た。)

ピ



質 疑 応 答

日曜学校中央管理会会長

ラッセル ・M・ ネルソ ン

私の友だち は断食のときに水 は飲んでも

よいと考えています。そうなのですか。

食は全 く個 人的な もので，たいてい何か心に大切 なこ
断 とを考えなが ら行ないます

.で すか ら，断食の目的 と

それを行なう人の問題 しだいで，なぜ， どのような断食を

行なうかが決まります。

私たちは教会員になると，断食の律法に従って断食をし

ます。通常，そのような断食には3つ の目的があ ります。

第一の 目的は，断食をする人の謙遜 さと，霊性 を増すこと

です。第二はその分の食費を断食献金 として捧げ，困って

いる人々を援助す ること，そして第三は各人の健康に良い

ということです。
「教会指導総合手引 き」(1976年 版，p.81)に は次のよ

うに書かれています。 「月例の断食を正 しく守 るというこ

とは，2食 続けて食物 と飲み物を断ち，断食証会に出席 し，

援助の必要な人々のために監督に惜 しみな く献金すること

であるdで すか ら，このような断食では水 も飲みません。

ここで，幽注意 したいことがあります。少しでも良いもの

は， 多ければ もっ と良いだろうとい う誤 った考えの人がい

ます。過度の断食が良 くないことは，1972年6月 の 「神権

会報」に詳 しく説明されています。 「一部の人がかなり長

時間にわたって断食をしているという報告が入っています。
……特別なことのために断食しなければならないことがあ

っても，一 日断食したらへ りくだって主の もとに行 き，主

の祝福 を求めればそれで十分ですdま た，ジ ョセブ・F・

ス ミス大管長 もこう勧めています。 「弱い人が多くおり，

ある人は虚弱である。 またある人は，乳飲み児を抱えてい

る。そのような人に断食を求めてはならない。また親は小

さな子供たちに断食を強制 してはならないd(「 福音の教

義」第1巻 ，p.293)

監督への惜 しみない献金は，最低2食 分に相当す る献金

と理解 されています。そのように して貧しい人に捧げる惜

しみない献金はその人を高め，高潔な人格の最大の特質で

ある愛 を育む手だて となるのです(1コ リン ト13参照)。

各人は断食から実際に益を得 ます。聖典には，ある種の

悪霊は断食 と祈 りに よらなければ追い出せない と書かれて

本誌の回答は問題解決の一助として与えられたもので

あり，教会の教義を公式に宣言するものではない。

います(マ タイ17：21参 照)。 断食による精神の鍛練で，

霊が肉体の欲に勝つ ようにな ります。その力は，肉欲か ら

出るほかのいろいろな誘惑 との闘いでも，私たちを強 くし

て くれます。体の都合で断食のできない人もいますが，た

いていの人はできます。私は断食 日に食物 と飲み物を断っ

て完全に断食をすると， 自信が湧 きます。断食というのは，

断食ができる健康 と体力の賜 を造 り主に感謝 し，自分でも

その感謝をかみ しめ る機会です。それは確かに大きな特権

であ り，祝福であると思います。

前プロボ神殿長

ハ ロル ド ・グ レン ・ク ラーク

来世 での 家族 の絆 につ いて はよ く聞さ

ます が ，友 人 とも会 えるの'で しょ うか。

私 たちすべての者が死後に行 く最初の場所は・肉麻 脱
した 霊 の世 界 です(ア ル マ40：11参 照)。こ こで 親 戚 や

友 入 は ， こ の世 に お け る と同 じ よ うに 時 に 応 じて 互 い に言

葉 を 交 わ す こ とが で き ます(TeαCん'π8Sげ 言舵Pγopんe言

JosepんS痂 施 「予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス の 教 え」p.353)。

こ の霊 界 は 活動 と休 息 と勉 学 の 待 合 所 で す 。 ほ とん どの 者

は， 復 活 と最 後 の 購 い と裁 きの 用 意 が で き る まで こ こ に と

ど ま り ます 。 私 た ち が そ の霊 界 を去 る と き に は ， そ こか ら

移 る 先 が 最 終 的 な 永 遠 の 住 まい に な り ます 。 そ の 住 ま い は，

私 た ち が 守 っ て き た律 法 に よ り支 配 され る王 国 で す 。 そ こ ，

も 来世 と呼 ん で も よい で し ょ う(教 義 と聖 約76：89，107-

112参 照)。

で は ， 霊 界 で は どの よ うな 人 と交 流 が あ る で し ょ うか 。

聖 書 に は， 十 字 架 で 亡 くな られ て か ら イ エ ス の 霊 は この

霊 界 に行 っ た と書 か れ て い ます6同 じ と きに 十 字 架 上 で 死

ん で 悔 い 改 め た 罪 人 は ， そ の 日イ エ ス と共 に パ ラ ダ イ ス に

い るで あ ろ う とい う言 葉 を受 け て い ます(ル カ23：42，43

参 照)。こ の こ とか ら， 義 人 も， あ ま り正 し くな い 人 も， 全

くの 悪 人 も， み ん な 同 じ霊 界 へ 行 くこ とが わ か り ます 。 そ

の世 界 に は い ろ い ろ違 っ た 場 所 が あ ります 。 例 え ば， ノア

の 時 代 に不 従 順 で あ っ た 者 た ち も この 世 界 に 行 き ま した 。

ペ テ ロ は， キ リス トは 死 ん で体 が 墓 に 横 た え られ て か ら，

獄 に い る そ の 霊 た ち の 所 へ 行 き， 宣 べ 伝 え られ た と言 っ て
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います(1ペ テロ3：18-20;4： 、6;「 福音の教義」第

2巻 ，pp.224-228;教 義 と聖約76：73-74参 照)。

このことか ら，義人は霊界で義人 と交流があ り，また義

しい生活を送 らなかった友入を訪れて福音を教えることも

できるというこ とがわか ります。しか し義 しくない人は義

人の住んでいる場所へ来ることがで きません。不従順であ

った友人，あるいは悪に従った友人は， キリス トを信 じる

信仰 を示 して，悔い改め，身代 りのバプテスマ を受け入れ，

ひとやよりも良い場所へ行 くのにふさわしくなるまでは，

ある制約を受けます。 ジョセブ ・F・ ス ミス大管長は，示

現の中で， ノアの時代にあの洪水で死んだ霊たちがひとや

にいるのを見ました。忠実な神権者が彼らを訪れて福音 を

教 えていました。不従順 な霊やその他の者の神殿の儀式は

この地上で行なわれることになっています。 しか し，死者

には，神の定められたこれ らの大切 な儀試 を受け入れ る機

会 も，拒む機会 も与えられるのです。

霊界での友人たちとの交流についての質問ですが，義人

の霊は義 しい生活 をしなか った霊 よりも広い交際が持てる

ということです。私たちは義 しい生活を送 るならば，すべ

ての友人と良い目的をもって交わることができるでしょう。

義 しくない者は，主イエス ・キリス トを信 じる信仰 と悔改

め と善行 と，身代 りのバプテスマ を受け入れることによっ

て悪の縄 目を断ち切 り， もっと義 しい霊たちの仲間に加わ

ることができます。しか しそれまではある制約 を受けます。

復活をして霊界を去 るとき，私たちほ皆それぞれの住 ま

いを得ます。この世において， また霊界で福音 を通 して天

父から与えられたものをことごとく享受する者は， 日の光

栄の最高の王国で天父と共に住みます。それよ りも低い王

国に住む者たちは神のみもとには行け ません。友人が低い

王国にいて，私たちが御父のみもとに住んでいる場合，私

たちは彼 らの所へ行 くことはできますが，彼 らは永遠に天

父が住んでおられる場所へ来ることができません(教 義 と

聖約76：77-88，109-112参 照)。 低い王国に住む者たち

の交際の範囲をつ きつめて考えると，態度や思いがその人

を本当に左右するものであるとつ くづ く思い知 らされ ます。

私たちの行動が自分の考 えを決め，結局は永遠に交 わる者

たちをも決めてしまうのです。この世において抱いている

私たちの感情は，死んだからといって変わるものではあ り

ません。 どこにいても， 人格 を培 うには努力が必要です。

信仰，悔改め，善行には近道はあ りません(ア ルマ34：34参

照)。この地上にいるひとときは何 と大切なこと・でしょうか。

主が語 られたこの ような自由や制約はきわめて自然なも

のです。私たちの態度や行為は気質を形成し，それが私た

ちの状態をはっきり決定します。この気質が私たちを自由

にしたり，無頓着にした り，制約したりするのです。例え

ば，予言者モルモンは汚れた者は清い者 と一緒にいる方が

汚れた者たち と一緒にいるよ りもはるかにみ じめであると

言っています(モ ルモン9：4参 照)。 似た者同士いる方

が くつろ ぐし幸せなことはご く当然でしょう。それはこの

世 における交際に似ています(教 義 と聖約130：2参 照)。
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限られた時間ではあ りますが，月の不慣れな環境の中で過

ごした宇宙飛行士は，地球 に帰 ると必ずみんな喜びます。

キリス トは真の友情の絆について私たちに語ってお られ

ます。弟子たちと話 しておられた ときに，母 と兄弟たちが

キ リス トを捜 しに来て話 を中断させ られた ときの言葉です。
「わたしの母，わた しの見弟 とは，だれのことか」 と主は

言われました。そして御自分 を取 り囲んでいる弟子たちを

見まわして， 「ごらんなさい， ここにわたしの母，わたし

の兄弟がいる二神のみ こころを行な う者はだれで も，わた

しの兄弟，また姉妹， また母なのである」 とおっ しゃいま

した(マ ルコ3：31-35参 照)。 私たちは身内に対 して義

務の伴 う血縁関係にありますが，必ず しも本当の永遠の兄

弟姉妹だとは言えません。さらに言えば，天父のみこころ

を行なわないうちは真実の友になれません。みこころを行

な うことが，神や，最 も高貴な神の子たちと永遠の友情 を

結ぶ絆なのです。

来世における家族につ いてですが，家族の単位は神から

定め られたもので，最大限に広 く深い友情 と愛 を実現する.

可能性 を持っています。主の言葉に従って執 り行 なわれた

神殿結婚だけが，完全な友情 をもた らします。人は真実の

家族生活の特権 と義務 を通 してのみ，「日の光栄の王国」の

最高の友情 と光栄を受け継 ぐことができるのです(教 義 と

聖約132：19-24参 照)。 天父は私たちの一番の友であ り，

私 たちの霊の父です。ですか ら私たちには霊の母 も霊の兄

弟姉妹 もいます。天父のようになるには，私たち も神が定

め られた通 り聖なる神殿で結婚 し℃，父，母にならなけれ

ばなりません。神が私たちに告げられたように家族の中で

生活すれば，永遠に語 り合 う友や分かち合 う良い事柄がた
'くさん生まれます

。

友情 とは，予言者ジョセブ ・ス ミスの言葉によれば，「世

界を変革し，戦争をやめさせ，人を友，兄弟 とすべ く」計

画された末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会の基本 ともいうべ

き大原則です。最大の友は人と分かち合 える何か良いもの，

永遠のものを持 っている人です。予言者はまたこうも言い

ました。 「もしそれが私の友人なら，真実の友人なら，私

は彼の友 となって彼に救 いの福音を説 き，彼に良い助言を

しようd(Teα 砺 π8sqμ 舵Pγq画e置JosεpゐS而 読 「予言

者ジョセブ ・ス ミスの教 え」p.316)

私 たちは福音や御父のみ こころを，生 きている人だけで

な く死んだ人も含めて愛す る人や友人たちに伝 えるために，

できる限りのことをしなければ救われません。また本当に

幸せにはなれませんし，完全に もなれません(教 義 と聖約

128：18参 照)。 こうすることの中に，神殿においてのみ行

なわれる儀式が含 まれます。この世や来世で，私たちが主

イエス ・キ リス トを信ずる信仰を教 えることによって，暗

闇と不信仰 を克服 して仲間の輪が大きく広がって行 くこと

を考えてみて下さい。良 きお とずれ と望みと慰め，そ して

人を天父と共に住 まう永遠の生命へ と導 く正 しい勧告を教

える人は，何 と素晴らしい友ではないでしょうか。

ヨ
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｢何 だか ,う ちに はパ ー トタイム モル モ

ンが い る よ っだ なdお 父 さん は そ っ言 い ま

した。

｢パ ー トタイ ム なん か じゃな い わ。 ち ゃ

ん と した モ ル モ ン よd私 は 反 発 し ま し

た 。

｢お まえの証 は あぶ な っか しい ね｣ど お

父 さんに 言 わ れ ま した。

私 は,証 と教 会 に行 くこ とに どん な 関係

が あ るの,と 言 い返 し ま した。

す る とロー ラが 口 をは さみ ま した。｢お

お あ りよ。 福 音 が真 実 だ って わか って い れ

ば,そ れ な りの行 ない をす るはず でしょう姻

｢お 説教 す るの ね｣と 私 は文 句 を言 い ま

した。

お母 さん に,み んな が教 会 に行 って い る

問何 をす るつ も りなの か と聞 か れ たの で,

私 は ジ ョア ンた ち と遊 ぶ こ とを話 し ま した。

｢5時 に は帰 れ るか ら,そ れ か ら遊 ん だ

らど う?｣お 母 さん に こ う言 わ れ ま したが,

5時 まで待 って い た ら,川 の そば で小 屋 を

つ くる こ とは で きな い の です 。

お母 さん は あ きれ た よ うに言 い ま した 。

｢お 父 さん の言 う通 りだ わ
。 わが 家 に はバ

ー トタ イム モ ル モ ンが い る よ うねd

こ う して,家 族 は私 をお い て教 会 に 向 か

い ま した。私 は後 をお って 門 の とこ ろ まで
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走 って行 き ま した 。 その と きロー ラの声 が

聞 こえ ま した 。｢ア リス は きっ とつ い て く

る わ。 あの角 まで行 くうち には,私 た ちに

お いつ くわ よ切

そ っ ちが その つ も りな ら,と 私 は思 い ま

した 。 そ して シ ャ ツ とジー パ ンに着 が え る

と,気 が す す まな いの に,へ い の とこ ろで

呼 ん で い るジ ョア ンた ちの とこ ろに走 って

い った の で した。

いつ もな ら,川 に行 くの は楽 しい こ とな

の に,き ょ うは ちが い ます 。今 な ら集 会 に

間 に合 う,そ ん な こ と を考 え なが ら歩 い て

い ま した。

川 につ いて み る と,ま つ の枝 で組 ん だ大

切 な小 屋 が つ ぶ され て い るで は あ りませ ん

か 。 これ ま での 苦労 が水 の あ わ です 。 ジ ョ

ア ン た ち は わめ きた て て い ま したが,私 の

心 は別 の こ とで い っぱ い で した。

私 は 考 え ま し た 。｢証 が ほ しい な ら,

そ の ため に何 か しなけ れ ば 。 これ まで,み

ん なが い ろい ろ な こ とに 感謝 して い るの を

聞 い た わ 。感 謝 す る こ とは た いせ つ 。 感謝

しな け れ ば,天 のお 父様 だ って,祝 福 を与

えた い とは お思 い に な らな いだ ろ う し。 で

も,証 は それ 以上 の もの だ わ 。

ジ ョセ ブ･ス ミスが 森 に入 って祈 りを さ

さ げ た と き,神 と御 子 を見 たわ 。 そ して証
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㊥ 大管長会の話
主は道を備えて

くださる
大筒長
ス ヘ ンサ ー･W･キ ン ボ ー ル

キ ンボー'ル大 管長 は少年 の こ

ろ,神 の 言われ た こ とをす

べ て守 りた い と思 い ま した。理

想 の人 はニー フ ァイで した。 ニ

ー フ ァイは こ う言 って い ます
。

｢私 は主 が命 じた もうた こ とを

行 って行 う。私 は,主 が命 じた

も うこ とには,人 が それ を為 し

とげ るために前以 て あ る方 法が

備 えて あ り,そ れ でな くては,

主 は何 の命令 も人に下 した まわ

な い こ とを承知 して い るか らで

あ るd(1ニ ー フ ァイ3:7)

キンボー ル大管 長 はζ 何年 間

も 日曜学 校 とプ ライマ リー に無

欠席 を守 り通 し ました。 ある月

曜 日の こ と,ス ペ ンサー は兄 た

ち と干 し草 の上 で飛 びはね て い

ました。す る とプ ライマ リー の

始 まる鐘 が 聞 こ えて きま した。

｢プ ラ イマ リー に行 か な くち

ゃ｣と おず おず言 い ました。

す る と兄 た ちは｢き ょうは行

かせ ない よ。 い っ しょに遊 ぶん

だ｣と 言 い ま した。

｢お 父 さんに言 うか ら｣と ス

建

おまえを信頼

していたのに

第 一副 管長

N･エ ル ドン･

タ ナ ー

14さ いの ときの こ とです･ワ
ー ド部 の ある人が亡 くな り

ま した。父 は監督 だ った ので,

葬 式 の準備 に 出か け よ う として

い ま した。 父は わた した ち兄 弟

を呼ん で,留 守 中に あ る仕事 を

行 な うよ うに と言 い残 して行 き

ま した。 父 は しば ら くは もどっ

て こな いだ ろ う と思 ってい たの

で,仕 事 は あ とまわ しにす る こ

とに しま した。遊 びに熱 中 して

い る と,父 の呼 ぶ声 が聞 こえ ま

しゅう分の一を

おさめる

第 二 副管 長

マ リオ ン･G･ロ ム ニ ー

わ たしの家族は メキシコか ら
のが れ て きま した。お じの

家族 とい っ しょだ っ たので,と

て も大 人数 で した 。 メキ シ コを

出 る ときには,ト ラ ン クひ とつ

以 外,何 も持 ち出す こ とが で き

ませ ん で したか ら,合 衆 国 での

生 活 は楽 では ない とい うこ とが

わか って い ま した。 それ で もお

じの家 族 と助 け合 って なん とか

暮 らして い きま した。

アイ ダホに いた ときの こ とで

す 。 お じが失 業 して しまい ま し

た。 そん なわけ で,父 が学校 か

ら もら う80ド ル とい うわず か な

お 金 で,17人 が1ヵ 月食べ て い

か な けれ ばな らな くな ったの で

す 。17人 分 の 食べ 物 のほか に,

部屋 代や 燃料 費 もまか なわな け 』

れ ば な りませ ん 。 わた しは,燃

料 を得 るため に,丘 に登 り,雪

の 中か らよ も ぎの枝 を掘 り出 し

た もの です 。 そ うす る と火 に あ

た らな くて も体 が ぽか ぽか して

くるの です 。

家 族会議 でひ とつ の 問題が も

ちあが りま した。80ド ル しか 収

入が な いの に,じ ゅ う分 の一 を

お さめ るべ きか どうか とい うこ

とです。 お さめ なけれ ば それ ぞ

れ の家族 が40ド ル ずつ使 え ます

が,お さめ れば,36ド ル に なって

is
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に∴β00マ イル(約960キ･)1こ

わ たって は じめ て電 線 が しか れ

た ときの こ とで した。1時 間 も

た たない うちに,ナ イロ ビの か

ん り局 に,電 線が切 れ た とい う

知 らせ が入 りま した。

調 査 に 出か け よ う として いる

ふ た りの若者 に,む か しハ ン タ

ー だ った老 人がにや にや しなが

ら言 い ました。｢き み たち,め

ん どうな こ とにな る よd

｢じ ょうだ ん じゃな いです よ
。

18

反対者 の しわ ざです よd若 者 は

荒 々 し く答 え ま した。

｢な んて こったd老 人 はあ き

れ 顔 で言 い ま した。｢き み た ち

は ターザ ンの映画 を何度 とな く

見 とるだ ろ う。 それ なのに,キ

リンの しわ ざだ って い うこ とが

わ か らんのか ね。 キ リンって い

っや つ は,自 分 が進 む方 向 を見

る前に,首 はす で に そっ ち を向

いて いるか らな。 だか ら,わ し

は,電 線 を低 くは りす ぎるって,

きみ た ちのボスに言ったんだ よd

ふ た りの 若者 は,そ ん な老 人

の こ とば には耳 を傾 け よ う とも

しな いで,さ っ さ と トラ ックに

の りこみ,走 り去 りま した。

数 マ イル行 った ところで,電

線 の切 れ た場 所 を見つ け ました。

それは 原住 民の しわ ざで はあ り

ませ ん で した。 キ リンが3頭,
ノ

苦 しそ うに もが いて い ま した。

助 け 出そ うとした ときに は,シ

ョッ クで死 に そ うで した。

この事 件 が あってか ら,か ん

り局 では,年 を とったハ ン ター

の ち ゅ うこ くに従 って,電 線 を

10メ ー トル の高 さには るこ とに

な りま した。 それ以 来,背 高 の

っぽ の キ リンに よ る事 故 は起 こ

りませ ん で した。

変 わ った こ とがめ ず らし くな

い このケ ニアの 国 で も,キ リン

はユ ニー クな動物 です。 中に は

6メ ー トル もあ るキ リン もい ま

す 。 これ は首が長 いため ですが,

首 の骨 は他 の動物 と同 じで7つ

しか あ りませ ん。 足は4本 とも

ほ とん ど同 じ長 さです。 おす の

キ リンの中 には重 さが1ト ン を

こ える もの もい ます。 めす はお

す よ りも背 が1メ ー トル くらい
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ココ

ス テ イ ー フ ン

「私の証を述べ たいと思います
。私

は，天父が多 くの祝福 を与えて下 さっ

ていることを心から感謝 していますd

礼拝堂の後ろの隅か ら，こう証する

声が聞こえて きた。ワー ド部 の会員に

は耳慣れた，証会でよく証する人の声

であった。

たまたまこのワー ド部 を訪問 してい

た人がその声のする方 を振 り向いた。

車椅子にもたれかかった少年であった。

力のない足をだらりと下げ，やつれた

体 を両腕で支えて，車椅子に寄 りかか

っている。このひどい身体障害者が多

くの祝福に感謝 している?一 体，どん

な祝福だ と言 うのだろうか。

スティーブンは4歳 のとき，たび重

なる検査の末に進行性筋無力症 と診断

された。医師は，このまま病気が進め

ば命はあ と8年 しか もたないと宣告 し

た。

「病院ではっきりそう言われた とき，

私 たちは とてもその言葉を信 じること

ができませんでしたd母 親は当時 を

思い出しなが ら話を続けた。 「スティ
ーブンは，それはいろいろなことので

きる子供 でした。私たちは，ただあの

子が何で も自分でできるように力づけ

てやるだけでした。あの子は，ほかの

兄弟 と同 じように きちん と家の仕事 を

したんですよ。そのうちに，足のす じ

お話 ：ベ ー ン ・ホ ー トン

絵 ：エ ド ・ホ ー ム ズ

が ひ きつ っ て ， つ ま先 で 歩 か な け れ ば

な らな くな っ て か らは ， そ れ ま で の仕

事 をい くつ か 取 り除 い て や り ま し た 。

で もそ れ に代 わ る仕 事 を与 え ま し た よ。

普 通 の 子 と同 じ学 校 に 行 っ て， 自分 で

で き る範 囲 の こ とは何 で も 自分 で し ま

し て ね 。

あ る と き， 先 生 が こ うお 話 し下 さ っ

た こ とが あ り ま し た 。 先 生 は， ス テ ィ

ー ブ ン とあ る転 入生 を同 時 に お 呼 び に

な りま した 。 と こ ろ が 先 生 の と こ ろ に

行 っ た ス テ ィー ブ ン は ， 片 手 を先 生 の

机 に 置 い て， 足 を ぎ ゅ う っ と踏 ん ば っ

て い た ん だ そ う です 。 そ れ を見 た転 入

生 が 『君 ， 大 丈 夫 か い?』 と尋 ね た ら，

『僕 の 足 は 止 ま る の が き らい な ん だ よ
。

だ か ら言 う こ ときか せ るの に一 苦 労 さ。

で もあ りが と う， 僕 は 大 丈 夫 』 とス テ

ィ ー ブ ンが 答 え た ん で す っ てd

ス テ ィー ブ ン に とっ て ， 椅 子 に腰 掛

け るの は容 易 な こ とで は なか っ た 。12

歳 まで ， 椅 子 の 上 に ひ ざ をつ い て授 業

を受 け た た め に ， ひ ざに は た こが で き

て い た 。 しか し彼 に は ， 自分 に で き る

こ とは 何 で も し て い る とい う 自信 が あ

っ た 。 ほか の 子 の仲 間 入 りす る の に ，

自分 の で き る こ とは 何 か ， 彼 は 常 に そ

の 方 法 を 見 出 し た 。 翌 年 ， ク ラ ス で ス

ク エ ア ダ ンス を学 ぶ こ とに な っ た 。 ほ

か の 人 が ダ ン ス を す る間 ， 図 書 館 で 本

を読 ん で は ど うか とい う教 師 の 言葉 に

彼 は こ う答 え た 。

「で も
，僕 に も させ て ほ し い ん で すd

「ど うや っ て す る の?」 教 師 は 驚 い

て 尋 ね た。 この と きす で に ス テ ィー ブ

ン は体 の 重 心 を取 る こ とが で きず， 壁

に つ か ま らな け れ ば 歩 け な い状 態 だ っ

た 。

「僕
， 考 え た ん です け れ ど， レ コー

ドをか け た り， み ん な が 踊 る の を見 る

く ら いの こ とは 僕 に もで き る と思 うん

です 。 そ うす れ ば 先 生 の 手 間 も省 け て

じっ く り教 え る こ とが で き る で しょうd

先 生 は ， ス テ ィー ブ ン の 言 葉 を受 け 入

れ た 。

「僕 は た く さ ん の祝 福 を い た だ い て

い ます 。 本 当 に感 謝 して い ます… … 」

高 校 時 代 ， バ ス ケ ッ トボー ル の 試 合

の 記 録 係 を した こ と， 女 子 体 操 チ ー ム

の マ ネ ー ジ ャ ー を した こ と， 学 校 新 聞

の 編 集 に 携 わ っ た こ と， 生 徒 会 の い ろ

い ろ な 責 任 に 選 ば れ た こ とな ど を， 彼

は 祝 福 の 一 部 と し て あ げ て い る 。 会 計

係 に 立 候 補 した 彼 は， 演 説 の 中 で 次 の

よ うに 語 っ た 。 「私 は 必 ず こ の責 任 を

立 派 に 果 た し ます 。 皆 さん が 私 を一 目

御 覧 に な れ ば ， お 金 に 足 が は え て 逃 げ

て い っ て し ま う心 配 が 全 くな い こ と を

お わ か りい た だ け る と思 い ますd彼

は 会 計 係 に選 ば れ た 。

ス テ イ・一 プ ンの 活 動 は 学 校 内 に 留 ま

ら な か っ た 。 彼 が8歳 の と き， 家 族 全

貝 が 末 日聖 徒 イエ ス ・キ・リス ト教 会 に

加 入 し た 。 そ れ か らの ス テ ィー ブ ン は

教 会 の プ ロ グ ラム に 活 発 に参 加 す る よ

うに な っ た 。 初 等 協 会 か ら， カブ ス カ

ウ ト， ボー イ ス カ ウ トへ と活 躍 は 続 い

た 。 神 権 の職 も昇 進 し， 聖 餐 の パ ス も

行 な っ た 。 しか しあ る 日パ ス の最 中 に

よ ろけ た 彼 は ， そ の 日以 来 そ の責 任 を

行 な わ な くな っ た 。 そ の 夜 彼 は 日記 に

次 の よ うに 記 し て い る。 「聖 餐 の パ ス

をす る と き， よ ろ け て しま っ た 。 何 も

こぼ れ は しな か っ た が ， も う二 度 と同

じ危 険 を 冒 さ な い 方 が 良 い か も知 れ な

い 。 み ん な が ど れ ほ どは らは ら し て い

るか わか らな いdそ れ 以 来 ， そ の責

任 が ま わ っ て くる と， 彼 は ほ か の執 事

に 代 わ っ て も ら う こ とに した 。 教 師 の

職 に あ っ た 彼 は， 隣 の 小 さな 部 屋 で聖
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餐 の 準 備 を手 伝 い， 定 員 会 書 記 の 務 め

も果 た した の で あ る。'

また ス テ ィー ブ ン は ， セ ミナ リー

に 出 席 す る た め に ，4年 の 間週 日は5

時 半 に 起 床 した 。2年 間 は1日 も休 ま

ず 通 い とお し， も う1年 は た っ た1日

休 ん だ だ け で あ っ た。 後 の1年 は 演 劇

祭 参加 の ため ，や む な く早 朝 セ ミナ リ

ー を4日 欠席 した
。

「た く さん の 祝 福 を与 え て 下 さ る天

父 に感 謝 した い と思 い ま す … … 」

友 だ ちが 増 え ， 活 動 範 囲 も広 が るの

と平 行 して ， 彼 の 病 気 も進 行 した 。 首

の 筋 肉 が きか な くな っ た 。 そ の た め に

頭 を支 え る こ とが で きず ， 頭 は だ ら り

と後 ろに倒 れ た 。 壁 づ た い に よ ろ よ ろ

と廊 下 を歩 く彼 は ， 数 歩 進 む と立 ち 止

ま らな くて は な らな か っ た 。 先 に 何 が

あ る か を い ち い ち 確 め な け れ ば な らな

か っ た の で あ る 。

そ の よ う な 彼 を見 て ， 人 々 は あ れ こ

れ と 口 をは さ ん だ 。 中 に は わ ざ わ ざ彼

の と こ ろに 来 て， 「ど う して そ ん な か

っ こ う して い る ん だ い」 とか 「ど うな

さ っ た ん です か 」 と言 う者 も あ っ た 。

ま た 時 に は レ ス トラ ン で の 彼 を 見 て ，

何 と行 儀 の悪 い子 供 だ ろ う， ひ と りで

そ ん な に席 を取 ら ず に ち ゃ ん とす わ っ

て は ど っか とや か ま し い こ と を言 っ人

もい た 。

そ の よ っ な と き， ス テ ィー ブ ン は 悲

しい思 い を し た で あ ろ うか 。

「い い え
， そ ん な こ とは あ り ませ ん 。

わ ざ とこ ん な こ と を して い るの で な い

こ とが わ か れ ば ， だ れ もそ ん なふ うに

は 言 わ な い で し ょ うd

兄 の ジ ェ ー ム ズ は ， ス テ ィー ブ ン を

肩 に 背 負 っ て 連 れ 歩 くよ うに な っ た 。

「勇気 を奮 い 起 こ して下 さ い
。 あ な

た の 兄 弟 は今 や ，あ な た と同 じ く，天 父

の み業 に出 て立 たん として い るので す剣 ，

ふ た りは 楽 しそ うだ っ た 。 しか し人

々 は， 事 態 が いか ピ 深 刻 か を知 る 由 も

なか っ た 。 例 え ば ス テ イー ブ ンが 学 校

か ら帰 る と き， ジ ェ ー ム ズ は 少 し後 か

らや っ て 来 て ， ス テ ィー ブ ン を い きな

りか か え上 げ ， そ の ま まか け 出 す 。 ス

テ ィー ブ ンが 叫 び 声 を上 げ るの で， 道

端 の 子 供 た ちが ハ チ の 子 の よ う に逃 げ

ま わ る。 そ う こ う しな が らふ た りは家
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に 戻 っ て 行 っ た の で あ る。

ま た ジ ェー ム ズ は ス テ ィー ブ ン を背

負 っ て よ くシ ョ ッ ピ ン グセ ン ター に 出

か け た 。 しか し， 人 を背 負 っ て 店 内 を

歩 く こ と は許 され て い な い。 と こ ろが

ス テ ィー ブ ン は ， ほ とん ど の保 安 係 と

友 だ ち に な り， と う と う シ ョ ッ ピ ン グ

カー トを特 別 に あ て が って も ら う ま で

に な っ た 。

「ス テ ィー ブ ンは
， ほ か の 人 の こ と

を とて も よ く考 え る子 で し た 。 で す か

ら い ろ い ろ な 人 と友 だ ち に な り ま し て

ね 。 あ る と き こん な こ とが あ っ た ん で

す よ 。 シ ョ ッ ピ ン グセ ン ター で あ の 子

が ， 『ね え， お 母 さ ん， あ っ ちへ 行 こ

う よ。 僕 ， あ の 人 と話 が し た い ん だ 』

っ て 言 うん です 。 その 人 の とこ ろ に 行

く と， 昇 進 お め で と う， 今 度 は どん な

責 任 で す か っ て尋 ね ま して ね 。 実 は ，

と話 しな が らふ た りの 話 が はず ん で い

っ た ん で す よ 。 後 で ， 息子 に ど う し て

昇 進 した こ とが わ か っ た の と聞 く と，

『制 服 の そ で 口 に 金 モー ル が つ い て い

るん だ 。 あの 人， 先 週 は1本 だ っ た の

に ， 今 週 に な っ た ら2本 に な っ て い た。

そ れ で昇 進 し た っ て わか った ん だ よ』

っ て 言 うん です よd

ス テ ィー ブ ン が ， 成 功 を収 め た 人 や

問 題 をか か え た 人 に 細 か い 心 配 り をす

る 少 年 で ある こ とは よ く知 られ て い た。

彼 の 友 だ ちは 次 の よ うに語 っ て い る。

「中 学 の と き(こ の 頃 ス テ ィー ブ ンの

病 状 はか な り悪 化 して い た)， 問 題 が

あ れ ば い つ で も ス テ ィ ー ブ ン の と こ

へ 行 け ば よか っ た ん で す 。 彼 は ， 自分

の こ と よ りまず ほ か の 人 の 問 題 を心 に

か け て くれ ま したd

ま た， あ る友 だ ち は こ う語?て い る。

「彼 は いつ も楽 しそ う で した
。 そ して

自分 の こ と を二 の 次 に す る 人 で した 。

ほ か の 人 を助 け る こ との 方 が 大 切 だ と

考 えて い た の です 。 毎 日だ れ か を助 け

て い ま した 。 彼 は， 天 父 の み も とに 帰

れ れ ば そ れ で い い， 自分 の た め に は そ

れ に 必 要 な こ とだ け す れ ば よ い と思 っ

て い たん で す ね 。 本 当 に 素 晴 ら しい 人

で した 。 あ あ い う人 は め っ た に い な い

ん じ ゃ な い か と思 い ます 。 彼 は 『自分

を あ まや か す わ け に は いか な い 』 と言

い 聞 か せ る よ う に して が ん ば って い ま

したd'
「天のお父様 に心から感謝 していま

す……」

彼は，兄や姉 とともに劇 を作 り上げ

た。ふたりが役者で，スティーブンが

演出，音響効果，照明係を務めた。ス

テ ィーブンが高校生の ときであった。

この劇 はロー ドショーで上演された。

スティーブンを身体障害者だ と思 う

人はひ とりもいなか った。しか し家族

の人は，彼にはできないことがあるこ

とを知 っていた。姉は友だちのひとり

に次のように話 している。 「スティー

ブンは走ることが苦手，私は絵を描 く

のが苦手， ジェームズは音痴なの よd

フェランス家の人々は，スティーブン

の生活 を通して，彼に対 してだけでな

くすべての人々に思いや りを示 すこと

を学んだのである。

スティーブンは常に成績最上位で進

級 を続けた。しか し高校2年 の頃か ら

は，体 を動かすことと生きることが勢
一杯の毎 日とな り

，成績 も中の上程度

になった。彼は，高校時代生徒会か ら

毎年，年間最優秀生に選ばれ，奨学金

を授与された。高校3年 の ときには，

青 少年名誉賞 と奨学金 を受けている。

さらにスティーブンは，.学校ラジオ放

送 の早朝1時 間番組で活躍 した。

教会においても，定期的に説教壇に

立 って話をし，いろいろな責任 を果た

した。ステ ィーブンは，ワー ド部の会

員か ら愛され，力づけられた。一方会

員たちはステイ7一プンを見て勇気を奮

い起こした。彼はアロン神権MIAの

書記 を務める一方，インスティテユー

トクラス副会長の責任 も果たした。

彼はまた，伝道プログラムにも援助

を惜 しまず， よく長老 を家に招待 した。

兄のジェームズが宣教師の召 しを受け

た 日，スティーブンは自分のことのよ

うに胸を踊 らせた。喜んで兄の伝道準

備の手伝いをした。また伝道本部入 り

す るジェームズを送 りにソル トレー ク

シティー まで旅行できることを，心か

ら喜んだ。スティーブンは， 自分 も伝

道に出られると固 く信 じていた。その

ために熱心に勉強し，準備 をした6祝

福師の祝福文の中には，彼はやがて伝

道に出ると述べ られていた。ちらしを



配 る とい う よ うな 大 変 な こ とは で きな

くて も， き っ と 自分 に で き る こ とが あ

る， 彼 は そ う確 信 して い た 。

しか しス テ ィー ブ ン の体 力 は ， 日に

日に 衰 え て 行 っ た 。 彼 の体 は 増 々 曲 が

り， と う と う胸 が ひ ざ につ くほ どに 折

れ 曲 が っ て し ま っ た 。 椅 子 に も た れ て ，

寝 て は 目覚 め る 日々 が 続 い た 。 しか し

ス テ ィー ブ ン は不 平 ひ とつ 言 わ な か っ

た 。 あ る が ま ま を受 け 入 れ た の で あ る。

ニ ュー ウ エ ス ト ミン ス ター ワー ド部

の ロー ドシ ョー の 脚 色 ， 演 出 が ， 彼 の

最 後 の 仕 事 とな っ た 。 ブ リテ ィ ッ シ ュ

コ ロ ン ビア 州 の バ ン クー バ ー ズ テ ー キ

部 は ， 全 ワ ー ド部 を集 め た 合 同 ロ ー ド

シ ョー を 企 画 した 。 審 査 の 結 果 ， ス テ

ィー ブ ン の 脚 色 ， 演 出 した ロー ドシ ョ

ー が
， 「最 優 秀 演 劇 賞 」 を獲 得 した 。

拍 手 か っ さ い が 静 ま る と， 司会 者 が

マ イ クロ フ ォ ン に 近 づ い て ， 次 の よ う

に 語 り始 め た 。 「最 優 秀 賞 に 輝 くロー

ドシ ョー を脚 色 ， 演 出 した ス テ ィー ブ

ン ・フ ェ ラ ン ス は ， け さ 息 を 引 き取 り

ま し た 。私 た ち は ， 審 査 に 影 響 を及 ぼ

す こ との な い よ う， 今 まで こ の 悲 報 を

お 知 らせ し ませ ん で した 。 出演 者 と ス

タ ッ フ の 方 々 に， ま た特 に と の よ う な

見 事 な作 品 を残 した ス テ ィー ブ ン の 御

家 族 に， 心 か らお め で と う.と申 し上 げ

た い と思 い ます 。 本 日の す べ て の ロー

ドシ ョー を ス テ ィー ブ ンに 捧 げ ますd

「彼 の 家 族 が こg場 に い る な ん て
，

ど うい う こ とで す か 」 と言 っ た 者 が あ

っ た。 あ る 人 が こ う答 え た 。 「今 ま で

ス テ ィー ブ ン をあ ん な に 一 生 懸 命 育 て

た ん だ 。 一 番 の は なむ け は こ の ロー ド

シ ョー を見 て あ げ る こ とだ よd

「私 の証 を述 べ た い と思 い ます
。 私

は夫 父 が 多 くの 祝 福 を与 え て 下 さ っ て

い る こ と を心 か ら感 謝 して い ま す 。 …

私 は復 活 した ら， 完 全 な健 康 体 をい た

だ くこ と が で きる こ と を は っ き り と知

っ て い ま す 。 ま た， 神 が 生 きて ま しま

し，.イ エ ス が キ リス トで あ る こ と， ジ

ョセ フ ・ス ミス が 予 言 者 で あ る こ と を

知 っ て い ます 。 こ れ らの こ と を知 る こ

と が で きた こ と を心 か ら感 謝 して い ま

す 。.また こ の教 会 の会 員 で あ る こ と を

感 謝 して い ます … … 」

ス テ ィー ブ ン は ，鋭 い 洞 察 力 と愉 快

なユーモアのセンスと，問題を適確 に

識別す る能力に恵まれていた。彼は，

これ らを駆使 して18歳 の生涯 を完うし

た。彼は決 して超人間的な少年でもな

ければ，徳の化身でもな く， ましてや

聖 人などではなかった。人生の浮き沈
'みを味わい

，好き嫌いを持った，心温

か く，愛に満ちた，ご く普通の人間だ

ったのである。

末 日聖徒の多くの青少年が，2年 間

の伝道活動の門出に， ソル トレーク ・

シティーにある伝道本部に入る頃，ス

ティーブン ・フェランスは地上におけ

る彼の使命を完うした。天父は，純粋

な愛の世界か ら彼を送って私たちに従

うべ き模範 を示 されたと言えるのでは

ないだろうか。私たちの中には， 肉体

的にではなく，精神的にある程度片わ

になっている者がいないだろうか。ま

た私たちは，お互いに力づけ合 うこと

を必要 としてはいないだろうか。彼の

使命 とはまさにこのことを私たちに知

らせ ることではなかったであろうか。

かってのステーキ部長は，スティー

ブンの兄，ジェームズに宛てた手紙の

中で次のように語っている。 「私は，

スティーブンがあなたに続いて伝道に

出ることを心待ちにしていました。そ

して今，彼はその召しを受けました。

彼は福音を宣べ伝えるために， 人並み

以上の準備 をしました。ですから見事

に伝道活動 を完 うすることでしょう。

彼はもはや今後の伝道活動において，

肉体の障害のために重荷を背負うこと

はないのです。彼は今，胸を張って立

ち，あなたのように，力 と確信 を持っ

て福音を宣べ伝 えるために歩み出すこ

とがで きるのです。勇気を奮い起こし

て下 さい。あなたの兄弟は今や，あな

たと同 じく，天父のみ業に出で立たん

としているのですd

ブ・リティッシュコロンビア州バンク

ーバーステーキ部では，スティーブン

の追悼式が行 なわれた。友だちは花 を

贈 る代 りに，彼が通 っていた高校にそ

の名を残す奨学資金を設置するために

献金を行なった。その結果毎年， 「他

の青少年 を助けるとい う分野で著 しい

貢献をし，真の博愛精神に則 り，召し

に伴 う責任以上の働 きをした」卒業生

『「

に ， 百 ドル の 奨 学 金 と 「ス テ ィー ブ ン

博 愛 賞 」 が 贈 られ る こ とに な っ た 。

ま た ブ リテ ィ ッ シ ュ コ ロ ン ビ ア州 バ

ン クー バ ー ス テー キ部 は ， 「ス テ ィー

ブ ン ・フ ェ ラ ン ス 記 念 ス ポ ー ツマ ン シ

ッ プ賞 」 を設 け， 年 に一 度 の 聖 句 さが

し大 会 で ， お 互 い に 最 も良 く関 心 を示

し， 規 則 に 注 意 を払 い， 熱 心 に努 め ，

立 派 な ス ポー ツ マ ン シ ップ を示 した セ

ミナ リー チ ー ム に そ の 賞 を贈 る よ うに

な っ た 。

追 悼 式 に は， ス テ ィ ー ブ ン を しの ん

で 多 くの 教 会 員， 非 教 会 員 が 集 まっ た 。

学 友 の ひ と りは， 学 校 や 学 生 仲 間 に 対

し て， ス テ ィー ブ ンが い か に 貢 献 した

か を話 した 。 また ス テ ィー ブ ンが 多 く

の 才 能 に 恵 ま れ て い た こ と， どん な に

他 人へ の 奉 仕 に 熱 意 を示 して い た か ，

さ らに 生 徒 会 で示 し た模 範 の 数 々 を語

っ た 。 祭 司 ア ドバ イザ ー は ， 教 会 に お

け る ス テ ィー ブ ンの め ざ ま しい働 きや

自分 が 参 加 で きな い の を知 りな が ら野

外 活 動 に 並 々 な らぬ 熱 意 を示 した ス テ

ィー ブ ン につ い て ， ま た 神 権 者 に 対 す

る 彼 の 関 心 の 深 さ につ い て 語 っ た 。 監

督 は， ス テ ィー ブ ンが 霊 的 に どれ ほ ど

高 い 水 準 に達 して い た か を話 した 。 ま

た ， 集 ま っ た 多 くの 人 々 に ， ス テ ィー

ブ ン の 強 い証 と， 彼 が い か に あ らゆ る

機 会 を利 用 して その 証 を述 べ た か を思

い起 こ させ た 。さ らに 自分 の で きること

な ら何 で も して 主 に仕 え た い とい う ス

テ ィー ブ ン の望 み に つ い て も語 った 。

ス テ ィー ブ ンの 愛 に よ って そ の場 に 集

ま っ た 教 会 貝 ， 非 教 会 員 は ， 改 め て ，

彼 が 性 格 的 に 多 くの優 れ た面 を持 って

い た こ と を知 っ た 。

ス テ ィー ブ ン は，18年 の 生 涯 を生 き

抜 い た 。 そ して 多 くの 事 柄 をな し遂 げ

私 た ち に 素 晴 ら しい模 範 を示 し た。 身

体 的 な 欠 陥 を背 負 い ， 多 くの 苦 痛 に さ

い な まれ た ス テ ィー ブ ン。 しか し死 の

床 に つ い た 彼 は ， ま さに 救 い 主 が 信 仰

あ る 者 に 約 束 さ れ た 姿 そ の もの だ っ た

の で あ る 。

「わ れ に あ りて死 ぬ る者 は 死 を味 わ う

こ とな し。 そ は死 は 彼 らに と りて甘 け

れ ば な りd(教 義 と聖 約42：46)
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教会幹部の妻

ア イ ダ ・ジ エ ン セ ン ・ロ ム ニ ー

モ ー リ ン ・ジ エ ンセ ン ・ワ ー ド

子 供に土地や見事嫁 宝の陶磁器を遺産と巴て残襯 が
います。でも教会の第二副管長マ リオン ・G・ ロムニ

ーの妻，アイダ ・ジェンセン ・ロムニーが親か ら受けた遺

産は，それよりはるかに価値あるものでした。彼女は，子

供のときに夕食の席で聞いた先祖についての話の中か ら，

福音 とい う豊かな遺産を受け継いだのでした。

「母方の祖母はデンマークの北部の生 まれです
。祖母に

はマイナとい う姉がいて，町の末 日聖徒 の家に働きに出て

いました。当時モルモンはデンマー クでは受けが よくあり

ませんでしたが，マイナはその家族 と一緒に 日曜 日に教会

へ行 きました。

マイナは教会である讃美歌が好 きになり，それを覚 えて

帰って，家事をしなが ら歌っていました。間もなくマイナ

はバプテスマを受けました。けれ ども，モルモンになった

ことは家族のだれにも黙っていました。ある日彼女は家で，

大好きな歌を歌っていました。讃美歌 『高きにさかえて』

です。そのときマイナのお母さんが歌詞 を黙って聞いてい

て， 『どこで覚えたの。私 もその歌詞の通 りだ と思 うわ』

と言いました。マイナは自分がモルモンになったことを説

明しました。それか ら間もな く，家族全員がバプテスマを

受けたのです。

この小さな家族はわずかな持 ち物を携 えて，デンマー ク

か らユタへ出発 しましたdロ ムニー姉妹 はさらに続けま

す。 「マイナはシオンを見ずに荒野で死にました。でも大

勢の子孫は，彼女の証に言い尽 くせない感謝の気持 を持って'

います。彼女がいなか ったら，今の私たちはここにいない

のですからd

ロムニー姉妹の祖父もデンマー ク出身です。
「祖父は青々として豊かに潤った農地 を残 してシオンに

来 ました。シオンに住むことが どんなに素晴らしいか，そ

れにシオンに来れば40エ7カ ー(約16ヘ クタール)の 農地

が与えられると宣教師か ら聞いたのです。祖父はユタ州の

南にあるレーバ ンに送 られ，残 してきた肥沃な土地 とは似

ても似つかない土地に入植 しました。す ぐにでも馬車に乗

ってデンマークに帰 りたいと思いましたが，祖母がそれを

ひきとめました。

私たちは教会のために犠牲を払わなければいけない と教

えられて きました。主が私たちに求められることは，たと

えそれで生涯 を終える としても，価値のあることなのです。

祖母は死の間際に家族を枕元に呼んで， 『いざ救いの 日

を楽 しまん』の歌を歌って くれるように と頼みました。そ

して最後に，福音は真実であるとの証 を残 し， 『教会員 と

して一生が過 ごせてうれ しい』 と言って息 をひきとりまし

たd

アイダ ・ロムニーはユタ州 レーバ ンの祖父母が入植 した

町で生 まれ ました。両親は，福音のために犠牲を払 うとい

う伝統 をそのまま伝えていました。アイダが6歳 のとき，

父親にユタ州 ソル トレー ク ・シティー私書箱Bか ら薄 っぺ

らな1通 の手紙が届 きました。それは妻 ど3人 の子供 を残

して北部諸州伝道部で働 くように という，大管長会か らの

召しの手紙でした。

「『父さんは15ド ル と黄色の牛 を残 して出かけた』 と母が

話 して くれました。母は家族 を養 うため父に代わって働 き，

その上父に送金 しました。また洗濯 とアイロンかけをし，

病人の看護 をし，近所の人の縫い物 もしたのでした。

父が伝道か ら帰 ったのは，私の8歳 の誕生 日の ときでし

た。私は父の留守中に古いペダルオルガンが弾けるように

なったので，母は父の姿が見えると，玄関を入って来る父

に聞かせ ようと，私に 『家庭の中に』を弾かせ ました。父

は目に涙 を浮かべ，2年 ぶ りに私たちを抱きしめ ました。

父が伝道から帰って間もな く，家族はワサッチ郡に引越

して農場に住みました。近 くに高校がなかったので，私た

ち姉妹はプロボのブ リガム ・ヤング高校に通いました。私

は教師にな りたいと思っていました。

私たちは借家に住み，母が毎週 『ヒーバークリーパー』

という汽車で食物の箱を届けて くれました。

私が教員免許を取 ると，家族はアイダホフォールズに引

越 しました，」 ロムニー姉妹が両親や祖父母の生活の標準

となっていた証 と同じ証を自分で得たのは， このアイダホ

フォールズにおいてでした。

「アイダホフォールズステーキ部の 日曜学校管理会の一

貝に召されました。私の責任はワー ド部 日曜学校の教師た
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ちにレッスンの仕方 を教えることでした。管理会にはアイ

ダホ大学の卒業生がお り，その奥さんも大学卒 でいつ もふ

た り一緒に私の クラスに出ていらっしゃいました。彼女は

教会員ではあ りませんでした。

ある日， ジョセブ ・ス ミスの見神のレッスンをす る準備

を始めると，その女性のことが頭に浮かんで きました。そ

れまでは彼女がクラスに出て も動揺 したことはあ りません

で した。そのときは急に，彼女がいる場でそのレッスンを

することがこわ くな りました。

『彼女は大学出の教養のある方だわ。彼女のいる場でど

ん な ふ うに 話 せ ば い い のか し ら。 き っ と気 が 変 だ と思 わ れ

る わ 』 と考 え ま した 。

私 が 母 の とこ ろ へ 行 っ て ， 『私 ， レ ッス ン で き な い わ 。

本 当か ど うか わ か ら な い もの 』 と言 う と， 母 は 『まあ， 何

を言 うの 。 あ な た は 本 当 だ と い う こ とが よ う くわ か っ て い

るの に』 と答 え ま し た。

私 は ， 『ジ ョセ ブ ・ス ミス が 示 現 を 見 た って 教 え られ て

き た だ け よ 。 本 当 だ と い うこ とは わか らな い わ』 と言 い ま

した 。 私 の この 言 葉 に 母 は 驚 き， 泣 き 出 し ま した 。 や が て

母 は 言 い ま し た。 『どの 教 会 が 正 しい の か 知 りた い と思 っ
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た と き， ジ ョセ ブ ・ス ミス は ど う した か し ら?あ な た も

そ う しな くて は い け な い わ 』 と。

ロ ム ニ ー 姉 妹 は 話 を 続 け ま した 。 「私 は二 階 に上 が る と，

こ れ まで に な い お 祈 り を し ま した 。 『教 会 が 真 実 で あ る こ

と を理 解 させ て下 さ い 。 ど うか 自分 で わか る よ うに して下

さ い 。 私 だ け の た め で は あ りませ ん 。 証 を 人 に述 べ な け れ

ば な らな いの で す 』 と言 い ま した 。

そ の 日曜 日は それ ま で とは 違 っ た レ ッス ンが で き ま した 。

た だ 言葉 を繰 り返 す だ け で は あ り ませ ん 。自分 は今 ，真 実 の

こ とを話 して い る ん だ とい う 自信 が あ り ま したd、

ロ ム ニ ー 姉 妹 は 教 室 に 決 し て不 慣 れ で は あ り ませ ん で し

た 。 ア イ ダ ホ フ ォー ル ズや リ ッ クス カ レ ッ ジ で1年 以 上 も

教 鞭 を取 りま した し， ユ タ州 立 大 学 や ブ リガム ・ヤ ン グ大

学 や ユ タ大 学 で修 士 号 をめ ざ して 勉 強 も し ま した 。

ア イ ダ ・ジ ェ ンセ ン とマ リオ ン ・ロム ニ ー が 初 め て 会 っ

た の は ， 彼 が 伝 道 に 出 る前 です 。 ア イ ダ ホ州 レ ッ クス バ ー

グ で の こ とで した 。 そ して ，ア イ ダ が 伝 道 に 出 る，い とこ に

別 れ の 挨 拶 に行 っ た と きが ，2度 目の 出会 い で した 。 ふ た

りは1924年9月 に 結 婚 し ま し た 。

「新 婚 当時
， マ リオ ンは 大 学 の 法 学 部 に 通 っ て い た の で，

お 金 が あ りませ ん で した 」 と彼 女 は 言 い ます 。

「私 た ちの 楽 しみ は ソル トレー ク劇 場 に 出か け る こ とで

した が ，2枚 一 緒 に切 符 が 買 え な い こ とが よ くあ ら て ， ひ

と りは 最 上 段 の 席 ， ひ と りは メ イ ンフ ロ ア と離 れ 離 れ にす

わ っ た もの です 。 帰 りに10セ ン トを出 して 電 車 に 乗 るの も

ま れ な こ とで したq」

ア イダ ・ロ ム ニ ー は夫 の 話 に な る と 目 を輝 か せ ます 。 今

もな お 恋 人 同士 の 仲 むつ ま じい お ふ た り な の です 。 彼 女 は

毎 日夫 か ら の電 話 を楽 しみ に して い ます 。 ロム ニ ー 兄 弟 は

ど ん な に 忙 し くて も仕 事 先 か ら電 話 で 愛 を伝 え ます 。 一 方

姉 妹 は ， 新 聞 や 雑 誌 か ら兄 弟 の 好 み そ うな 記 事 を切 り抜 い

て， 夜 帰 っ て くる と彼 に 読 ん で あ げ ます 。

「よ くふ た りで 一 緒 に 笑 い ます
。 主 人 は 私 の 一 番 大 事 な

人 で すd

ロム ニ ー 夫 妻 は 好 一 対 で す 。 お 互 い の 口に 出 さ な い感 情

に も よ く気 が つ き ます 。

「何年 も前
， 私 た ち が 結 婚 して 間 も な く， マ リオ ンの 仕

事 も まだ 落 着 か な い 頃， 友 人 た ち か ら選 挙 運 動 を頼 まれ ま

した。次の党大会の代表者になって欲しいという ことでし

た。おもしろそうだと思ったのですが，私は夫に相談 もせ

ずに断わ りました。それより前，ある晩話の最中に，夫が

『僕はロムニー姉妹の御主人と言われるだけか』 と冗談を

言ったことを思い出したか らです。その ときはただ私 をか

らかっただけなのですが，そんなふ うには決 して感 じて欲

しくない と思 いました，」 國 、

アイダ ・ロムニーの考え方や表情や判断，経験か ら，彼

女が霊的に円熟 していることがよくわか ります。彼女の人

生は陽の当たる日ばか りではありませんでした。最初の子

供は生まれてす ぐに死に，彼女 自身背中を痛め，最近 は卒

中を患いました。

「私の問題 なんて小さなものです。主が近 くにいらっし

ゃることを知 ってますか ら。 『私のことをご存知ですね。

私の問題 もご承知ですね。では，それを受け入れ ることが

できるようにして下 さい」 と私は主にお願いします。

だれだって人生の浮き沈みにあわないという保証はあり

ません。私たちは皆，何かの苦労に耐えなければな りませ

ん。私たちはいずれは死にます。必ず死に直面 します。『あ

なたの信仰はどれほど深いか』 という静かな問いを聞 くの

は，そ ういったことに出会 うときです。

孫たちが夏の土曜 日に水上 スキーに行きます。私は一 日
「中家にいて心配 していたのですが

，ある日マ リオンがこう

言いました。 『孫たちを，君はどうした ら守ってあげられ

る?主 にすっか りお任せ してあるんだ。君の信仰の深 さは

どれほどかな』」

ロムニー姉妹は信 じています。 「何でも最善 を尽 くした

ら，その結果 を受け入れることができます。・主を信頼 しな

ければいけ ませ ん。

これまでの長い人生の中で，世界は大 きく変わ りました。

私が生まれた頃は馬車で旅行 をしたものです よ。電話 もな

ければ車 もない。そういう時代から今 もずっと変わらないの

はたったひとつ，世にはいろいろな問題があ りますが，主

は平安 を下 さるということですd

(モ ー リン ・ジ ェ ン セ ン ・ワー ド ウ ィル メ ッ ト ・イ リ ノ

イ ス テ ー キ 部 シ カ ゴ ワ ー ド部 扶 助 協 会 会 長 ，2児 の 母)
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人 生において何か価値 あることを成
し遂 げたい と思えば，私たちはそ

れな りの 目標 を立てます。私は皆さん

一人一人が建設的な事柄を目指される

ように望んでいます。

参考 までにこれか ら2，3の 例をあ

げてお話 しましょう。今か らちょうど

2，3年 前のことです。そのとき私は

北アメリカの西海岸沿いの伝道部を管

理 していました。この話を耳にしたの

はアラスカ ・カナダ伝道部にいたとき

です。

高校生だった伝道部長の娘はひとり

の友人を教会に導 くことに成功 しまし

た。そこで夏休みがやって来ると，彼

女は父親に夏休みの間伝道したいと話

しました。彼女はサマー ・ミッシ ョナ

リーとして夏休みの間だけ伝道す る機

会 を与えられ，アンカレッジに送られ

ました。バプテスマ会が行なわれた と

きのことです。伝道部長 も私 もその会

に出席 していました。11人 の人がバプ

テスマ を受けたのですが，そのうち9

人は何 とこの少女 とその同僚の改宗者

だったのです。その中には，将来教会

の立派な指導者になれるような男性 も

ひ とりいました。バプテスマ会が終わ

ると，伝道部長の娘は私の ところにや

って来て， 目に涙をいっぱいためなが

らこう言いました。 「リチャーズ長老，

こんなに うれしいのは生まれては じめ

てですd夏 休みの間宣教師になって

伝道 したい，何 と素晴らしい目標でし

若 入へ の メ ッ セ ー ジ

積極的な入生

十二使徒評議員会会員

リグラ ン ド ・リチ ャーズ

よ う。 天 に 宝 を積 み た い と望 め ば， こ

の よ うな 報 いが あ るの で す 。

次 は， 私 が カ リフ ォ ル ニ ア で ス テ ー

キ 部 長 を して い た と き の 話 で す 。 あ る

若 い兄 弟 が 監 督 か ら夏 休 み の 間伝 道 し

てみ る気 は ないか と聞 かれ ま した 。彼 は

医 学 を 勉 強 して い ま した が ， 監 督 の 勧

め に 従 っ て 伝 道 す る こ とに し ま し た。

ど う した と思 い ます か 。 彼 は高 校 時 代

の 仲 間 の とこ ろ を 回 っ て は ， こ っ言 っ

た の で す 。 「僕 は 教 会 か ら夏 休 み の 間

伝 道 す る よ うに 言 わ れ て い る け ど， 全

然 準 備 で き て い な い ん だ 。 そ れ で 夜 ，

暇 な と き で い い か らち ょ っ とだ け 僕 に

つ き合 って くれ な い か な 。 そ うす りゃ ，

僕 も伝 道 の 準 備 が よ くで きるんだ け どd

こ の ち ょ っ と し た思 い つ きが ， 彼 の4

人 の 高 校 時 代 の 友 人 を夏 休 み の 間 に教

会 に 導 く き っか け とな りま した 。 どこ

に で も機 会 は あ る もの で す 。

イ エ ス は， 「ま ず神 の 国 と神 の 義 と

を求 め な さい 。 そ うす れ ば ， これ らの

もの は ， す べ て 添 え て 与 え られ る で あ

ろ う」(マ タ イ6：33)と 言 わ れ ま し

た 。

これ は， 学 校 に行 って い て も どこ に

行 って も， ど ん な こ とを して い て も，

ま ず 神 の 国 を求 め な け れ ば な らな い と

い うこ とで す 。 こ の 聖 句 を生 活 の 指 針

とす る な らば ， 私 た ち は い つ も真 っす

ぐで 狭 い 道 を 歩 み 続 け る こ とが で き ま

す 。 そ して 最 後 に は 目指 し て い る とこ

ろ に 到 達 す る こ とが で き るの で す 。

福 音 は 私 た ち の 生 活 を変 え ます 。数

年 前 ， リチ ャ ー ズ姉 妹 と共 に デ ンマ ー

ク を訪 問 し て い た と き， 私 た ち は ス イ

ス 神 殿 か ら帰 っ て 来 た ば か りの 若 い カ

ッ プ ル に 会 い ま し た。 そ の と き， 奥 さ

ん 方 か ら こ うい う言 葉 を聞 き ま した 。

「リチ ャー ズ 兄 弟
， 私 た ちは 教 会 に 入

っ て まだ6年 で す 。6歳 に な っ た ば か

りで す 。 長 老 た ち に福 音 を教 え て い た

だ い て ， は じめ て 人生 の 意 味 が わ か り

ま したd

オ ラ ン ダ で 伝 道 部 長 だ っ た と きの 話

です 。 あ る 夜 ， 伝 道 本 部 の 前 を通 りか

か っ た ひ と りの 兄 弟 が 私 の 部 屋 に 明 り

が つ い て い るの に気 づ き ま した 。 ち ょ

う ど ホー ム テ ィー チ ン グ を終 えて 家 に

帰 る途 中 だ っ た の で ， 呼 び りん を鳴 ら

し ま し た 。 私 が 応 待 に 出 る と， 彼 は こ

う言 い ま した 。 「明 りが もれ て い た も

の で す か ら。 私 が 道 々 何 を考 え て い た

か，リチ ャー ズ伝 道 部 長 に も興 味 が お あ

りに な る と思 っ た ん です 。 私 は宣 教 師

の 方 が 家 に 来 て下 さ っ た と き の 自分 と

今 の 自分 に つ い て 考 え て い ま した 。 自

分 で も これ が 同 じ 人間 な の か と思 い ま

す 。 習 慣 も違 い ます し， 考 え も違 い ま

す 。 とて も 同 じ 人間 で あ る とは信 じ ら

れ な い ほ ど変 わ りま したd

正 し い望 み に 応 じて ， 主 が 皆 さん 一

人一 人 を祝 福 され ， 現 世 で価 値 あ る こ

と を成 就 した い とい う志 と希 望 を与 え

て 下 さ る よ うに 』 こ の 地 上 に神 の 王 国

を築 き， よ り良 い世 界 を 造 り ま し ょ う。

27



「ふ た りまた は 三 人 が

集 ま っ て い る所 に は」

嬢マタイ1820)

シ エ ラ ル ト ・R・ シ エ ー フ ァ ー

子 供の頃・私の家では家族の祈 りをしてレ'なかった・そ
れ で， み ん なが 集 ま っ て祈 るの を初 め て 経 験 した の は ，

祖 父 の 家 で の こ とで あ っ た 。 み ん な で ひ ざ まず い て祈 っ た 。

そ の と きの 心 地 よ さは ， 今 で もは っ き り覚 え て い る 。 ど う

い っこ とな の か は わ か ら な か っ たが ， とに か く天 父 に 語 り

か け て い る こ と と， この と き家 族 の 中 に 調 和 と一 致 と愛 が

あ る とい う こ とは わ か っ た 。 私 は こ れ ま で教 会 の い ろ い ろ

な 責 任 で働 く と きに ， そ の と きの 一 致 の 気 持 が 大 き な助 け

に な っ た 。

私 が 監 督 で あ っ た と き， ひ とつ のす ば ら しい 経 験 を した 。

ワー ド部 の 若 い 人 た ち との フ ァ イ アサ イ ドで， ひ と りの 少

女 か ら祈 りを頼 まれ た と きの こ とで あ る。 み ん な で頭 を垂

れ ， 私 は ワ ー ド部 の 若 い 人 た ちが サ タ ンの 誘 惑 に 対 抗 す る

力 を得 られ る よ うに 天 父 に祈 り， ワー ド部 の 父 親 ， 監 督 と

し て祝 福 を し た。 この 祈 りの 最 後 に み ん な は 完 全 に一 致 し

た愛 の 気 持 を持 つ に 至 っ た。 イ エ ス ・キ リス トの福 音 が 真

実 で， 私 た ちが 本 当 に 神 の 子 供 で あ り， 地 上 の 生 活 に は 神
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聖 な 目 的 と将 来 が あ る とい うこ と を， み た まが 再 び 私 た ち

に証 し た 。 私 た ち の 目 に は 涙 が あ ふ れ ， 一 緒 に 祈 っ た こ と

で 目的 の一 致 を 強 く感 じた 。

マ タ イ は ， 救 い 主 が 弟 子 た ち に教 え られ た こ と を こ う記

録 し て い る。 「も し あ な た が た の う ち の ふ た りが ， ど ん な

願 い 事 に つ い て も地 上 で 心 を合 わせ る な ら， 天 に い ます わ

た し の 父 は それ をか な え て 下 さ るで あ ろ う。 ふ た りま た は

三 人 が ， わ た しの 名 に よ って 集 ま っ て い る所 に は ， わ た し

も そ の 中 に い る の で あ るd(マ タ イ18：19-20)

祈 りは み た ま を迎 え る 手 段 で あ る。 救 い 主 は さ らに ， 教

会 が 組 織 され た数 ヵ 月 後 に 予 言 者 ジ ョセ7に 与 え た 啓 示 の

中 で ， ひ とつ に な る な らば ，，願 うべ き祝 福 を願 い ， そ の求

め るす べ て は か な え られ る と教 え ら れ た(教 義 と聖 約29：

6;50：29-30参 照)。 ま た私 た ち は， 実 際 に集 団 の 祈 り

をす る 前 に 自 ら を清 め て へ り くだ り， 聖 霊 の 言 葉 が 受 け ら

れ る よ うに そ れ ぞれ が 霊 的 な準 備 を しな け れ ば な らな い と

い うこ と を知 っ た 。



救い主はいわゆる 『主の祈 り』の中で，集団の祈 りの立

派な模範を示 された(マ タイ6：9-13参 照)。 ここで主

は 「わた したち」 とい う表現 を使い，祈 り手がみんなに代

わって祈ることを示 しておられる。

集団の祈 りの 目的はその人々が どういう人々であるかに

よって当然違 う。 しか しその第一の目標は， その場の全貝

が一致 し，あるいは信仰 をひ とつにして特別 な目標に向か

うことである。

例 をあげれば，ホームティーチャーの担当家族について

考えるとき，ホームティーチャー と神権指導者は主の前に

へ りくだ り，ひざまずいて一緒に祈 り， またふた りのホー

ムテ ィーチャー も訪問の前に祈る。また，聖餐会や定員会

集会で捧げる開会の祈 りと閉会の祈 りもそ うである。ひと

りが全員のために祝福 を願う。夫婦の祈 りも，それに子供

を加えた祈 りも集団の祈 りである。毎 日の初めと終 りに宣

教師が同僚 とひざまず くのもそうである。神権役員会やス

テーキ部長会，定員会会長会や扶助協会会長会，聖餐会，

日曜学校，また総大会での祈 りは， どれも集団の祈 りで皆

似ている。祈 り手は，全員に代わって主の祝福に感謝 し，

祝福 を願って祈 りの言葉 を言 う責任がある。それはとりも

なおさず，全員に とっての祝福がどうい うものかを聖霊に

よって知 ることができるように，謙遜になって，みたまと

一致することである。ほかの人々も心の中で祈 り手の言葉

を繰 り返 し，同 じ祝福 を求めてみんなの信仰 を一致させ る

責任がある。集団の祈 りでこれを行 なえば， 「信仰 を も

てわれに願い，わが命に従いて共にな りて祈 るところは何

にてもあれ汝らに与 えられん」(教 義 と聖約29：6)'と い

う素晴 らしい主の約束が実現するのである。

私の最 も素晴 らしい経験のいくつかは，集団の祈 りによ

って得 られた ものである。

そのひとつは， ステーキ部大会でステーキ部長会 とジェ

ームズ ・E・ ファウス ト長老 との集会に出席 したときの経

験 である。会の半ばで，分娩中のステーキ部扶助協会会長

が母子 ともに死の危険にさらされているという一報が入っ

た。その知 らせ を聞 くや，ファウス ト長老は全員ひざまず

いて信仰 をひとつにし，ステーキ部長がその姉妹 と子供の

命が助かるように祈ることを提案 した。それは，その親子

のために主に願 うというひとつの 目的の下に，・全員がみた

まによって結ばれた貴重な体験であった。そしてその集会

が終わる前に，母親 も未熟児の男の子 も助か ったという知

らせが届いた。

もうひとつ，感動的な集団の祈 りを思い出す。それはハ

イシェラス山で行なわれたMIAガ ールズキャンプの証 会

でのことだった。 このキャンプに先立って，私たちは反抗

的になっていたひ とりのマイアメイ ドをあらゆる手 を尽 く

して説得 し，やっ とこのキャンプに参加 させ たのであった。

そのキャンプの証会で開会の祈 りをした少女が，霊感を受

けて， 「グループの中で証 を持たない人たちが謙遜になっ

て聖霊 を受け， イエスがキリス トであることとジョセブ ・ス

ミスが予言者であること，それに大管長が予言者で，この

教会の福音が真実であるという証 を受けられるように」 と

祈 った。その祝福が得 られるように心の中で主に祈 り願っ

たのは，私だけでなか ったと思う'。

星空の下，高い松や杉の木を背景にしての証会は非常に

霊的であった。そしてだれ もが霊的に満 たされ，目に涙 し

ていた。会の終 り近 くに，あの反抗的な少女が立ち上がっ

て，今 この教会は真実 であるという証 を聖霊から受け まし

た， と霊の改宗を語 って くれたのである。彼女は，教会の

すべての教 えに従って神殿結婚ができるような生活をす る

と約束 した。それから数年後，私は彼女の神殿結婚後の披 噛

露宴に出席し，ハイシェラス山で目的と祈 りをひ とつにし

て大きな奇跡を見たことに，再び感謝の祈 りを捧げためで

あった。

またあるときに，私はステーキ部長か ら頼 まれて，長年

反目しあっているふたりの兄弟たちと会った。私の助言が

何の役にも立たないことはす ぐわかったので，.一緒に祈 っ

てほ しい とふた りにお願いした。私はひざまずいて主に話

し，ふた りにも順番に祈 りをお願いした。3人 一緒に一致

と赦 しを求めて祈 ったとき，わだかまりは消え，ふた りの

兄弟たちは 目に涙をためてかた くなな心 を和 らげ，共に主

の王国で働 く者の一致を感 じた。

私はこれまでステーキ部大会や ワー ド部，あるいはファ

イアサ イ ドの席で話の責任を頼 まれてきたが，そのような

ときは開会の祈 りに注意深 く耳 を傾けた。たいてい祈 り手

は話 し手に祝福があるように願 う。その とき，私はいつ も

心の中でその祝福が実現するように主に願った。祈 り手が，

話 し手 と聞 き手の霊が通い合 うように祈 るときは，私 もみ

たまが私を通 して語 ることを人々が受け入れて くれるよう

に御父に願 う。

集団の祈 りが， どんな経験に も増 して人を高める垂的な

機会 となることを，私は経験か ら知 っている。集団で良い

祈 りをす るには，祈 り手の準備が大切 であると同時に，対

象となる人々が心 を開いて祈 りに臨むことである。

(ジ ェ ラル ド ・R・ シェー フ ァー 電 子工 学 技師， 現 在 は合

衆 国海 軍軍 属学 術顧 問， ノー フ ォー ク ・バ ー ジニ ア ステー キ部

バ ー ジニ ア ・ビー チ ワご ド部 所属)
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四福音書の対観表(1講鷲働

第7の 時 期 ：

贈 い の 犠 牲 の1週 間

(「四福音書」第32-44課)

出 来 事 マ タ イ マ ル コ ル ， カ ヨハ ネ

ベタニヤへ行 く 12：1，9-11

第1日(日 曜 日)

ベタニヤか らエルサ レムへ入る 12：1-11 11：1-11 19：29-44 12：12-19

ヘタニヤへ戻る 11：11

第2日(月 曜 日)

いち しくの木 をのろう 21：18-19 11：12-14

第2の 宮清め 21：12-13 11：15-18 19：45-48

ベタ ニヤへ 戻る 21：17 11：19 21：37

第3日(火 曜 日)

信仰 につ いて説く 21：19-22 11：20-26 21：38

権威について問う 21：23-27 11：27-33 20：1-8

5・た りの 息子の警 21：28-32

悪い農夫の讐 21：33-45 12：1-12 20：9-18

婚宴の讐 22：1-14

税金 についての問い 22：15-22 12：13-17 20：19-26

サ トカ イ人，復活後の 結婚について質 問す る 22：23-33 12：18-27 20：27-40

律法学者，大切な戒めについて質問する 22：34-40 12：28-34

イエ ス，キ リス トにつ いてバ リサイ人に問 う 22：41-46 12：35-37 20：41-44

律法学者とバリサイ入を非難する 23：1-36 12：38-40 20：45-47

エルサレムに対する嘆さ 23：37-39

やもめの贈リ物 12：41-44 21：1-4

ギ リシャ人，イエスを 訪れ る;天 よ りの声1 12：20-36

この世における業の目的を告げる 12：37-50

再臨 について説 く 24：1-51 13：1-37 21：5-36

10人のお とめの 磐 25：1-13

タ ラン トの讐 25：14-30

最後の裁さ一 羊とやぎ 25：31-46

予言された裏切リ 26：1-2

イエスを捕える相談 26：3-5 14：1-2 22：1-2

シモ ンの家て食事する;マ リヤ，イエス に油を

ぬ る2
26：6-13 14=3-9 12：2-8

ユタ，裏切 りをも くろむ 26：14-16 14：10-11 22：3-6

第4日(水 曜 日)
胴

ヘタニヤ

第5日(木 曜 日)

弟子たち，過越の食事を手配する 26：17-19 14：12-16 22：7-13

食事の席 につく;弟 子たち ，争論する 26：20 14：17
22：14，

24，30

弟子たちの足を洗う 13：1-20

過越の食事一 聖餐 26：26-29 14：22-25 22：15-20

裏切る者を告げる 26：21-25 14：18-21 22：21-23 13：21-26

ユタ，部屋を 出る3 13：27-30

イエス，死を予告す る 13：31-35

ベテロ，イエス に従う ことを断 言す る4 22：31-38 13：36-38

助 け主(慰 め主)に ついて説 く4 14：1-31

讃美歌を歌 う;オ リプ山へ行 く4 26：30 14：26 22：39

天の御父との関係を語る4 15：1-27

切迫した死について再び語る4 16：1-33

注 ：最 後 の1週 間の 出来 事 は， エ ルサ レ

ム市 内， あ るい はそ の近 郊 で の こ とで

あ る。

1.「 基 督 イ エ ス 」p.593， 脚 注32

2.「 基 督 イ エ ス 」p.599， 注 釈5

3.「 基 督 イ エ ス 」p.707， 注 釈2

4.「 基 督 イ エ ス 」p.708， 注 釈4
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出 来 事 マ タイ マ ル コ ル カ ヨハ ネ

大いなる祈り 17：1-26

ベテ0が3度 キ リス トを否定す るこ との予 言4 26：31-35 14：27-31

ゲ ッセマネの 園にお けるキ リス トの祈 リ 26：36-46 14：32-42 22：40-46 18：1-2

裏切リ 26：47-50 14：43-45 22：47-48 18：3-9

捕縛 26：51-56 14：46-52 22：49-53 18：10-12

第6日(金 曜 日)

ア ンナ スの前に立つ
18：13-14

19-23

カヤバのもとへ連れて行かれる一 尋問，不当

な扱い，ベテロの否定
26：57-75 14：53-72 22：54-65

18：24-27

15-18

議会での裁判と罪の宣告 27：1-2 15：1 22：66-71

23：1

イスカ リオテのユダ の死 27：3-10

ビラ トの前 に立つ 27：11-14 15：2-5 23：2-5 18：28-38

ヘ ロデの前に立つ 23：6-12

再びビラ トの前に立つ 27：15-30 15：6-19 23：13-25 18：39-40

(バラバ，釈放され る) 19：1-16

十字架の刊 十字架上の罪状書さ
27=31-34

37-38

15：20-23

25-28，

23'：26-33

38

19：16-33

十字架上ての最初の言葉' 23：34

兵 士たち，イエ スの着物を分 ける 27：35-36 15：24 23：34 19：23-24

役人たち， イエスをあざ ける 27：39-44 15：29-32 23：35-37

十字架上ての言葉 23：39-43 19：25-27

全地が暗くなる 27：45 15=33 23：44-45

十字架上ての最後の言葉 27'：46-47 15：34-35

イエス ，死 ぬ 27：48-50 15：36-37 23：46 19：28-30

百卒長の証 27：51-56 15：38-41
23：45，

47-49

脇腹を突ささされる 19：31-37

埋葬 27：57-61 15：42-47 23：50-56 19：38-42

第7日(土 曜 日)

墓の番をす る 、 27：62-66

翌週 の第1日(日 曜 日)

復活 天使たち，墓を開く 28：2-4

マグダラの マ リヤ，墓へ 行く 16：9 20：1

マ リヤ ，ベテロ とヨハネ に告げる 20：2-5

ベテ 日とヨハネ，墓へ 行く 24：12 20：6-10

イエス ，マ リヤ に現わ れる 20：11-17

マ リヤ ，弟子たち に告 げる 16.：10-11 20：18

他の女 たち ，墓へ行 く 28：1，5-7 16：1-7 24：1-8

キ リス ト，女たち に現 われる 28：9-10

他の女たち，弟子たちに告げる 28：8 16：8 24：9-11

祭司長たち，番人から報告を受ける 28：11-15

イエ ス，エマオへ 向かう弟子たち に現 われる 16：12-13 24：13-32

ベテ日に現われる 24：34

トマスを除 く，使徒 の全員 に現われ る 16：14 24：33-49 20：19-23

週の最初の日の現われに続いて何度か主の現わ
れがある

トマスを含む使徒たちに現われる 20：24-29

テペリヤの海辺で弟子たちに現われる 21：1-23

大勢の人々に現われる

(1コ リ ン ト15：6)

ヤコブに現われる

(1コ リ ン ト15：7)

ガ リラヤで 弟子 たちに現われ る

(使徒1：1-8)
28：16-20 16：15-18

昇 天(ベ タ ニヤ において) 16：19 24：50-51

弟子たち ，エ ルサ レムへ戻 る 16：20 24：52-53

ヨハネの証
20：30-31

21：24-25
`

バプテスマを受ける決意を

下 しかねている方々ヘア ド

バイスを

あなたの証 と体験 をお寄せ下 さい

これまで多くの聖徒の皆様から，数

々の霊感あふれる体験や改宗の過程を

証 としてお送 りいただき，「同感謝し

てお ります。

さて，現在 日本全国で1，000を越える

家族の方々が，宣教師か ら教 えを受け

ておられます。これらの方々の多くは，

私たちがたどったと同 じ道 をたどり，

同じ苦悩，問題を抱えてお られます。

そこで，こうした方々のバプテスマの

決意に少 しでも役立てるべ く，皆様の

バプテスマ を受けるまでの過程 で経験

し，あるいは悩み解決 した問題，それ

を克服 した方法，証，喜びをこのペー

ジを通 じて分ち合いたいと思います。

神の存在 を信 じられなかった方， どう

して も祈 りができなかった方，知恵の

言葉を守 ることのできなかった方，家

族が他の宗教を信 じているために，そ

の板ばさみで悩んだ方，什分の一の問

題が乗 り越えられなかった方，社会か

ら孤立 して しま'うのではないか と悩ん

だ方，安息、日を守れなか った方，伴侶

の同意，家族の同意が得 られなかった

方がおられると思います。現在 レッス

ンを受けておられる方々の中にもそう

いった方がた くさんおられます。どう

ぞ，あなたが悩んだ問題 どその解決方

法をできるだけ具体的に書いて，下記

にお送 り下さい。

〒106東 京 都港 区南 麻布5-10-25

中正 堂会 館

末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教 会翻

訳事 業部 ，日本語 コー ディネー ター

八木 沼修一
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この入生は魂の訓練の場

桐生支部

周 藤 清 太 郎

私 は｢人 生五 十年｣と い う言葉 を目標 に生 活 して き碁 した。50

歳に な るまで に,い ろん な こ とを経験 してお こ う`,そ れ か ら先 は

『も うけ もの』 と思 って い ま した
。 そ して,も うそろ そ ろ50歳 と

い う頃,｢さ あ,残 され た 人生 をど う生 きよ うか, ､何 を:しよ うか｣

といろい ろ考 え ま した。 い ろい ろ思 いめ ぐら した末 に決 め た こ と

は,と に か く,こ れか らの 人生 は,目 標 を定 め て.,生 きが いの あ

る生活 を しよ う とい うこ とで した。 そ して死 ぬ ときは,満 足 感 と

は言 え ない まで も,自 分 はや るだ け の こ とはや った とい う気持 で

去 って行 けれ ば,これが一 番 幸せ.では ない だ ろうか と考 えたの で す 。

1970年,大 阪 で繊 維 機械 展 が開 催 され;繊 維加 工業 を営 んで い

た私 も,仲 間 と参加 しま した。帰路,万 博 に寄 ってみ ま した が,じ

り じり と照 りつけ る夏 の 日差 し と人混 み に疲 れ,.ゆ っ くりで きる

涼 しい とこ ろ を探 しま した。 そ の と､き目に とまったのが モルモ ン･

パ ビ リオ ンです。 ア メ リカ館 や カナ ダ館 に比 べ,そ こ は待つ 必要

もなか った ので,特 に考 え る こ ともな く入 り,説 明 を聞 い て い ま

した。や が て ガイ ドの方 か ら｢モ ル モ ン経｣を 買 うよ うに勧 め ら

れ ました。旅 の途 中,週 刊誌 を数 冊 買 っで読 み か け ま したが,.ど

れ もた い した ことは書 いて なか っ たの で,こ れ で も買 って帰 りの
ピ

列車 で読 も うか と思 い購 入 しま した。 自分 は キ リス ト教 に は無縁

だ と思 っで い ま.したの で,ガ イ ドの 説 明に特 に興 味 を持 っ た わけ
1ではあ り.ませ ん で した

。 ため に な.るこ とを悟 ら て い.ちっ しゃ.るだ

ろ うか ら聞 いて あげ よ うとい う軽 い気 持 で お話 を うかが っ てお り

ま した ところ,映 写室 へ 案 内 され ま した。 そ こに は,30人 位 の 人

々 と数 人の 外人が い ま した 。私 は,外 人 との接 触 はなか っ たの で,

目立 た ない ところに行 こ う と,隅 の椅 子 に す わ りま した。す る と

ひ と りの外 人が近 づ いて きて,｢失 礼 です が,時 間が あ ります か｣

と声 をか け て き ました』 これ は 困 った,変 なか か わ りが で きた ら

ど うし よう と思 い ま したが,時 間が な いわ け で もない ので,｢は

セ･｣と 答 え ました とこ ろ,｢映 画 の 後 で時 間 を下 さい｣と 言 って
去 って行 き ました。私 は,あ の 外 人は私 に何 の用件 が あ るのだ ろ

うか,断 わ って おけ ば良 か っ たか な と気 に な って,始 まった映 画

も上 の 空 で し た 。1.そん な 気 持 です わ って い たの で,映 画 の 内容

もわか りませ んで した が,ナ レー ター の語 っ た言葉 の 中 で,ひ と

つ だけ忘 れ られな い言葉 が あ りま した 。 それ は｢こ の 人生 は,魂

の 訓練 の場 で あ る｣と い う言葉 です 。

映画 も終 わ った ので,私 も人混 みに まぎれ て逃 げ 出そ うと しま

した ら,先 ほ どの 外 人に会 って し まい ました 。彼 は私 を裏 の方 へ

と案 内 しま した。 狭 い通路 を進 み なが らこの若 い外 人は私 だ けに

何 を しよ うとす るのか と不安 にな って きま した。や が て案 内 され

た 部 屋 に 入 り ま.すと,.か っ ぷ ぐの良 い年 配 の外 人が 迎 えて下 さ
ギ　モ

界重裏濠 の醐=商 お£互齢1"ζ鱗 欝
た。私 は｢特 に感 じた こ とは あ りませ ん｣と まず 答 え ま したカ1,

それか ら少 し私 が 思 った こ とを話 しま した。 それ は,科 学 の粋 を

集 め た万博 の 中で,こ こは たっ たひ とつ の心 の オア シ スの よ うに

思 え た こ と。 ま た,各 パ ビ リオ ンが,物 質 文 明 の最:先端 を展 示 し

て い る中 で,こ こだけ に心 の 展示 が あ る よ うな気 が した こ とな ど.

で す。

この 万博 で の経 験 は,桐 生 に帰 ってか ら も私 の心 に残 ってい ま

した。 しか し当時,一 番近 いモ ルモ ン教 会 は高崎 で したの で,そ

ん な ところ まで行 くつ も りはあ りませ ん でし た 。で も何 か をや り.

たい とい う気持 が あ りま したの で,同 業 の友 人 が行 っ てい るプ ロ

テス タ ン トの教 会 へ行 き ま した 。彼 は とて も歓 迎 して くれ,私 も

ほ とん ど毎 週教 会 へ行 って み ま したが,家 族 の者 に は 内証 に して

い ま した 。 それ はか ねが ね50歳 まで に宗 教 に関心 を持 つ 者 は気 の

弱 い者 で,精 神 的中 風 に冒 され て い る人だ と言 って い ま したか ら

自分が 教会 に行 って い る こ とな ど,と て も恥 ずか し くて話 せ ませ

ん.でした 。 日曜 日に な る と10時 頃か ら1時 頃 まで,黙 って 消 え る

私 に,家 族 の 者 は,お 父 さんは,最 近 何 をた くらん で い るのだ ろ

うと思 って いた ようです 。 そん なお正 月に伊 勢 参 りに行 こ う と誘

われ,.仲 め 良 い グル ー プで 出か け ま した。

旅か ら帰 って くるな り,家 族 の者 が｢お 父 さん何 を して きたん

だ｣と 尋 ね るの で,｢何 か あ った のか｣と 聞 くと,｢変 な外 人か

ら電話 が あ って訪 問 したい と言 うの で迎 えに行 くと,ふ た りで来

て,周 藤 清太 郎 とい う確 が にお 父 さん の署 名 した カ･一ドを持 って

来 た｣と い うこ とで した。 考 えてみ る とそれ は以前,万 博 で記 入

した カー ドで した。

数 日後,彼 らがお 見 えに な り,｢お 話 させ て欲 しい｣と の 申入

れ で した。私 は,プ ロテ ス タン トの教 会 に通 って い ま したの で,

お 断 わ りしたい と思 いましたが,何 か しら若 いふ た りの外 人 にひか

れ る ものが あ りま した 。 まず遠 いア メ リカか ら2年 間,自 費 でや

って 来 て,見 ず知 らず の私 の ため に,ど う して こんな に まで骨 を

折 つて 下 さるの か不 思議 で した。彼 らを動 か して い るエ ネル ギー

は ど こか ら来て い るの だ ろ う とい う疑 問が 湧 いて きま した。 とに

か くお話 を聞 いてみ よ う と言 うこ とで,職 場や 近所 の人 々に呼 び

か け,15人 位 の 人が 私 の家 に集 ま りま した。 しか し会 が重 なるに

つ れ,人 数 は 少 な くな り,と う とう私 ひ と りに な って しまい ま し

た。私 も困 って しまい,も うこれで 断 わ ろ う とも思 い ま したが,

何 か ひ きつ け られ る ものが あ り,そ の まま聞 いて い ま した。3月

の あ る 日,宣 教 師 は知 恵の 言葉 を教 えて下 さい ま した。1日60本

の タバ コ と就 寝 前 の コー ヒー を友 と して いた私 は,お 茶 まで もい

け ない と言 われ,そ ん な 馬鹿 な こ とを と驚 き果 て て しまい ま した。

しか し翌 朝,不 思 議 な こ とが 起 こりま した』いつ もの よ うに家族 が

そ ろ って朝茶 を いただ こ うと した ときです 。私 の心 の 中 には,昨

晩宣 教 師が 語 った｢お 茶 は いけ ない です｣と い う言葉 が よみが え

って きま し:た。 どう しよ うか とため らって い る私 に,母 が｢さ あ,

お茶 が は い った よ｣と 言 い ます 。 宣教 師 の言葉 も気 にな る し,こ

.れは 困 った な あ と迷 って い る と,母 は｢け さは麦茶 だ よ｣と 言 っ
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